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成田山新勝寺門前町における街並み整備と商業空間の変容
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I はじめに

f成因不動Jr成田iJJJとして人々に親しまれる
111派大本山成田山新勝寺(以下，新勝寺)

は， 11百運招福， J12:除け，交通安全等のご利益で

知られ，明治神宮(東京都). ) 11111奇大 I~TIl (神奈川

県)と並び;正月三がiヨには例年約300万人もの

初詣客を集める全国的にも著名な寺院である 江

戸中期頃より，現世利益の「お不動さまjとして

全国的に成田不動講が盛んに結成され，講員によ

る団体参詣(成田詣)により 門前町ーは!設娠を極

めた.周知のように，新Jl券寺の発展は，元禄期に

はじまる江戸深JII永代寺を中心とする出開11援と，

江戸歌舞伎の影響が指摘される 成田屋を号した

市)11閤十郎は不動信仰にも篤く， r成田不動利生
記Jの上演は江戸町民に人気を博し，成臼不動尊

の名声を高めた(角JII日本地名大辞典編纂委員会

編， 1984) 出開l院の成功や江戸歌舞伎の影響を

受け，江戸市中のみならず関東一円に成田講が組

織され，それに連れて増加した参拝者を対象とし

た旅龍震や飯屋，菓子屋などが営まれ，門~rnTの

形成がみられた(普及版成田市史編集委員会編，

1994 :安藤， 2003ほか)

都市の成立史を考える上で，門前町4のような宗

教を核とする都市.i;j落は， 日本のみならず世界

各地で一般的にみられる都市のー形態である.エ

ルサレムやメッカ，ルルドといった信仰や巡礼の

中心地をはじめとして 臼本でも長野(善光寺)， 

宇治山田(伊勢神宮) 天理(天理教)なと¥宗

教を核として成立した都市・村落は数多く存在

する.藤本(1970)によれば. r::l本には約170の

門前rUTがあり，畿内から甑戸内といった古からの

先進地帝にその分布管度が高いことがまIJられてい

る

門前IllTの研究は，地主H学をはじめとして歴史学

ほか多様な分野から行われてきたが，藤本(1970

1 -9)が指摘するように，地理学からは集落そ

のもの，すなわち門前IIITの形態や発達過程・位

置-分布-都市構造-土地割り-家屋構造と，そ

の現代的意義や現代社会への適応などが中心課題

とされてきた(松井， 1993). 門前町研究の流れ

を簡単に整理するならば 1950年代までの研究で

は，藤岡 (1948)や原因(1957) らによる寺内町

や131J1詩集落における景観的特色に関する研究が主

であった.続いて1960年代から1980年代にかけて，

宗教と信仰集落の成立過程に関する研究が増加し

た例えば浅香幸雄は一連の研究(浅香. 1959; 

1963 ; 1968)において，木曽御獄，相模大iJJにお

ける信仰登山集落の形成要因や形成過程を，御帥

の宗教活動と檀家との結びつきという視点から分

析しさらに続報で富士北口の上吉田，河口の樹1

l~ïnlI可の形態と構造に関する報告を行った 門前IIIJ

と街!師の活動形態、からの考察は，相模大山だけで

も鈴木 (1966)や有賀(1971)などがある. この
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ように宗教と集落との関係を 布教者の宗教活動

の農開から考察する研究は，都市・村落に関する

当時の宗教地理学の中心的研究であった 有賀は

さらに，出羽三UJや富士山麓における山岳信仰

集落に関し向様な視点から分析を行った(有賀，

1972 ; 1974). 藤本 (1968)は，宗教都市の地理

学的研究を試みている.藤本は，宗教都市の位置

と形態，成立と発展，機能と構造等に関して. Iヨ1]

前のIUJ}患と核になっている社寺との結合関係から

考察を行った.藤本の研究以降，門前町の研究は，

さらに出羽三山(岩鼻. 1992).宇治山田(松杉，

1998)などが蓄積されている

このように門前町は，社寺参詣者を対象とする

や旅館などを核としてl町場化した集落であ

り，蕗業・サーピス業に特化した集落としての特

徴を有している.一方で，城下町起源の都市等と

比較して一般に都市の人口規模や都市機能は小さ

く，中心となる宗教の盛衰の影響を受けやすいも

のと考えられる

新JJ券寺表参道のJ場合，門前urrであると悶11寺に地

方都市の中心市街地の繭)~街という性格も有して

いる. El本の地方都市の中心市街地は，その存立

としての賄業の空洞化などに伴う衰退が数多

く議論されている 我々筑波大学人文地理学研究

グループでこれまで研究を進めてきた茨城県水戸

市(兼子ほか.2002) 常陸太田市()11瀬ほか，

1998)，石岡市(高橋ほか. 1994).結城市(村山

ほか， 1996)，筑間1'11(新名廷か， 2008)，古河市

(岩間ほか， 2004;兼子ほか. 2004)，千葉県茂原

市(新名ほか， 2006)の事例においても中心市街

地の商業機能の衰退に伴う，都心地区の空洞化は

大きな課題であった.

多くの地方都市では 社会-経済的環境の変化

に商括会が対応することができず，再生への道筋

が描けないというのが現状であった. しかしなが

ら成田市のヰi心市街地の場合 これらの都市の状

況とは異なか空が少ない.郊外への大型庖

の進出や中心市街地で、の住民の停滞といった各都

市で看取された共通の要因が存在するにもかかわ

らず， I~:i心市街地としての景観を保持している
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そこで本研究では，新勝寺の門前町における景

観の変容を表参道地区に位遣する商j苫の業謹変遷

に焦点をあてて論じる.具体的には，こうした業

種の変遷がどのような社会-経済的背景のなかで

生じてきたのか，またその景観変容に重要な役割

を果たしたものは何か， という視点から，特に表

参道地区で現在進行している景観整備事業に着目

し，新勝寺門前町におけるi寝業空間の変容を明ら

かにすることをE的とする

本研究で対象とする新勝寺の表参道地置は，成

日間7の中心部の市街地に位置する(第 1IZ]). 11ヨ

成田村は純農村であったが 新勝寺の興l廷に伴っ

て江戸中期以降，本宿(現，本IIlJ)，イヰ]111J， 出111J.

台IUT(現，幸IllJ. ヒIIIT. 花l崎町)で門前町が構成

された 本稿で扱う新勝寺の表参道は，仲間¥上

向¥花1I1奇lllJと，本jI可の一部，幸町の一部から構成

され，新勝寺から近いJII震に本IIIT，1Ii'!i可，幸町，上

1lI]¥花11I奇i可の 51可がJR成田駅まで連なる.本稿

ではN章を除き，表参道を構成する町として主に

仲町，上町，花111奇町について述べることとする

新勝寺表参道の業麓の変化に関しては，これ

までにも数多くの研究が蓄積されてきた(田中，

1933 ;青野-尾留川編. 1967;山日3. 1987;坂

口， 1991; )11辺. 1991;千葉県史料研究財団編，

1999 ;西村.2000) これらの中には. 1907年と

1999::9三. 1930年と1986年， 1965年と1997年の表参

道の業種構成を比較した研究がある しかし交通

締の整備に伴う業種の変化 駅周辺と新勝寺周辺

との業種構成の差異には触れられているものの，

門前町を構成する各UITの性格を考慮した変化は考

察されていない.そこで本研究では， とくに各I1IT

におけるまちづくりの取り組みに着目する

また本稿では，参拝客，参詣者，観光客，地元

客の用語-について以下のように扱う.参拝客は信

仰心で新勝寺を訪れる者とし，講社による参拝，

戦勝祈願，近世の参拝などを指す.参詣者は新勝

寺に参詣することを弓的として訪れる者を指す.

観光客は参拝や参詣を除いて新勝寺や門前町を訪

れる者を指し団体旅行の立ち寄りやトランジッ

ト客などを含む 地元客は門前IIITに質物を目的と
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して訪れる者を指す.

門前町を核として成立した成田村は， 1886 (明

治19)年にIllT村市iJの施行により成田町となり，

1889 (明治22)年には郷部村，寺台村，土屋村を

加えた‘ 1954-年には成田IllTと公津村，中郷村，久

，豊{主村，遠山村が合併して成田市が成立し

たさらに2006年には成田市に香取郡下総町と大

栄町が編入され，現在に至っている

E 成田山新勝寺門前町の歴史的展隠

II -1 1950年代までの門前町

新)]券寺は， 940 (天j愛3)年に寛朝によって関

山された 朱雀天皇の勅命により，寛朝が京都高

雄UJ神護寺の不動明王像を捧持して護摩祈祷を行

い，平将1'111を平定したことに始まる(成昌子li史編

さん委員会編， 1986a) 本尊の不動明王は公津ヶ

原に安置されたが，その後現在の米屋本庖の敷地

内と神明山を経て. 1566 (永禄9)年に寺台城主

海保甲斐守三吉によって現在地に移された(成m
r=li史編さん委員会編， 1986a) 
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新勝寺が全国的に知られるようになったのは，

元禄期以昨のことである. 1700 (元禄13)年

職として迎えられた熊範は，型年から開帳を行い，

特に江戸での信者を獲得していった(成田市史編

さん委員会編.1986a). 成田山の開帳は.1701 (元

禄14)年tJ、来. 1857 (安政4)年まで23沼(居間

11援8回，出i謂I1長111自，巡業開!阪4回).近代には

141m (居間続9回，出開11張5沼)行われた)) I~司

i慌には成田村の男衆を動員し江戸まで行列を組

んで向かうなと¥成田村と新勝寺は結びつきが

あった(成田市史編さん委員会編.1982). l~flI1Jj~は，

地元の成田村とのつながりを強くする一方で，信

者の獲得や，本堂建立や修理に当てる資金の獲得

なと¥寺院の発展にも欠かせない行事であった(成

13=lfll史編さん委員会編. 1986a). また，歌舞伎の

flT)f 11盟十郎が成田不動の霊験記を演じたことも，

成田山信仰が流布する契機となった2)

新JJ券寺の名がとくに江戸で浸透するとともに

期以降門前に11汀が形成された膏享保j拐には
けんどん

IUT 1塁， うどんやそば切を売る倹鈍犀，菓

が立ち並んだ(成田市史編さん委員会編，

1986a). 1831 (天保2)年の「諸]搬入名前調書上11長j

および1843(天保14)年の「諸部人IIfF数書:上11長J(成

田市史編さん委員会縞i. 1976)から. 8種類27人

のJI殺人と31種類123名の部人が成田村に確認でき

る 門前 11ITの商職人に限られないものの，成田村
のj振やかさをうかカ九百知ることができる

江戸からの参詣は 2il~13 日で行われ，主に佐倉

街道(千住一新宿一小岩一市)11-船橋一佐倉一成

11:1-寺台)がj苦いられた.寺台村は香取鹿島道の

もあったが，成出村の繁栄により宿場機

能が衰退した 門前町は本宿(現，本11汀).仲 11IT.

台 II~" (現在の幸IIlT. 上1I1T. 花111奇I11T).回IlITの41可

で形成され，江戸からの参詣者を対象とした(成

田市史編さん委員会編. 1986a) 竜ヶ111奇方面から

の参詣者は土屋を経る裏参道を月3いたため. 1鋒村

の土屋村にも旅銀を営むものがあった(成田市史

編さん委員会 1986a). 1858 (安政5)年には

江戸から成田までの名所案内記であるわ支出参詣

が刊行されたことからも，江戸から多くの参
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詣者が訪れたものと考えられる

近代に入ると，廃仏致釈によって参詣者は一時

期減少するが. 1883 (明治16)年頃に東京と成田

を結ぶ乗合馬車が開通した これを端緒として，

1897 (明治30)年には成田鉄道が成白と佐倉間，

成田と滑)11間. 1901 (明治34)年には成田と安食

関与 1902(明治35)年には成田と上野間で鉄道

が開通した(成田TTi史編さん委員会編. 1986b) 

鉄道網の敷設によって東京からの日帰りが可能と

なり，参詣者が増加した3) 明治30年頃には，本宿，

E8IHJ. 仲間]¥横IHJ(現，幸上[!jJ¥砂田(現，

東町)に，上田Iから分離した花1I1奇町を加えて「門

前 7かIIO"Jと呼ばれた(角JII日本地名大辞典編纂

委員会編. 1984) 

坂口(1991)が示した「明治40年頃の私鉄成田

駅前より門前通り迄のIIlJ並一覧表jによると，表

参道に旅館食j苫，土産物j苫が林立する一方で，

上111T~こは医院，呉服)~，肉問屋，時計j苫，

なと¥花1I1奇IllJには運送業，燃料j苫，理髪結，

庖，銀行など地元住民向けのj苫~ïIîもみられる 下

の頃の門前町の盛況ぶりについて高浜虚子および

芥)1龍之介は以下のように記している

IJ~ 旨 J (市民~. 1999) 

f坂を上ると不動の山内が見える 道の左石

には名物 f栗羊葵JI凱旋おこし」白酒などを

得る)~軒を並べて其れについで、多いのは「おか

ず有合せ飯屋」である. (中 III各)不動の~すには

りの立派な宿屋が沢山軒を並べてゐる.J

芥)11龍之介「佐原行J(市原. 1999) 

「諮が大へん悪い 両側のj苫では黄色い墜を

出して客をよンでゐる 羊義をつンだ);5や本家

と云ふ金看板をかざったJ苫や大きな[座

ぶ]とん程の煎餅をぶらさげた庖がせまい往来

をはさンでゐる.J

表参道沿いには旅館，飲食j苫，羊奨やせんぺい

などの土産物販売j苫が立ち並び、，客引きの声が飛

び、交っていた操子を窺い知ることができる. さら



に1910(明治43)年から19l1(明治44)年には，

成宗電気軌道会社によって新勝寺と成田駅，成

田駅と宗吾間が結ばれ，軽便鉄道によって成田

と三里塚が結ぼれた(成田市史編さん委員会編，

1986b) 新勝寺と成田駅間が開通する際，入力

ちによる敷設反対運動に上町・花111奇町

の人々が加わり，本i可や田町の下院Iで、は敷設運動

を行ったため騒動となった(角川日本地名大辞典

1984) 

大正期には，参詣者の増加に伴って門前向‘に

映画館，芸妓!監ホテルなどが開業した(J也

2005) . 日帰り客の増加により，駅に近い花i崎i可

や，駅と新勝寺の中間地点に位置する上町にj古告ili

が開業する一方で，門前IIlJ全体で旅館業は衰退

していった(成田市史編さん委員会編. 1986b) 

また鉄道の敷設により，講社によるi宝l体での参拝

からに個人による参拝に変化した. 1933 (昭和 8)

年に京成線が全通すると，社員旅行や小学校の遠

足で新勝寺を訪れるよつになり，新勝寺が観光地

と化すとともに門前町ーは繁華街としての性格を強

め，講社による参詣の比重が!経くなっていった(成

田市史編さん委員会編. 1982) 

第二次世界大戦中は，戦勝祈願のため鉄道を利

用した参拝客がさらに増加したが，戦後は激減し

た(成田市史編さん委員会編. 1986b). 1950年

代後半に入ると，戦後の復興とともに再び参詣客

の数が増加した.高度経済成長期以降，鉄道に代

わって自家用車で訪れる参詣者が増加し成田山

に交通安全祈祷殿が設置された(成田市史編さん

委員会編. 1986b) 

]I-2 参拝客の推移

1 )講社の変化

1805(文fヒ2)年の「講iこ1=1記jに記された414講は，

江戸に322. 千住宿などの在IlQ'に92講が分布した

(成田市史編さん委員会編. 1986a) とくに江戸

に講社が多いのは，江戸で開l肢が行われたこと，

市)11閤十郎家による「不動不IJ生記」の上演により

成田山の名が宣伝されたことに加えて，江戸ーから

新勝寺まで311~1 4 1=1で参詣できる距離にあったた

めである.成田講は19世紀前半にかけて急増し，

その分布域は嘉永期には武蔵. E!3斐，安房?上総，

下総.常i珪，下野，上野，逮江.伊豆，信濃まで

広まったという.講社の分布域が広域化する一方

で. I材陣五講，内陣十六講，浅草十構などのとく

に新勝寺とのつながりの強い講も存在した4) こ

うした講社が存在する深JlI(東京)やJII越には成

田山の別院が置かれ. J成1或刻立知i田王茸iへは代参でで、訪訪4れた口

}成或i日田1丑3講は近代までで、増加{傾民向にあつたが{ωi分)¥， とく

にl凶97叩O年代以i降埠は減少{傾頃頃宇向にあるという (篠!崎1I埼i時奇'

2初O∞むω3). そこでで、弟第~21区図玄盟lに. fJi又EEllll前社-奉賛会名

と新勝手F提イ共資料を元に. 1972年と200911三

の都道府県別成田山講社数を示した. 1972年の

講和:は代参諮7) を含め2.935諮である 東京都は

も講社数が多く 858諮(うち代参16)で¥全体

の2ヲ.2%を占める. {)Z ¥.r)で福島県487(16.6%. う

ち代参412).埼玉県367(12.5%. うち代参100). 

千葉県317(10.8%. うち代参50).神奈川県163

(5.6%. うち代参3).茨城県138(4.7%. うち代

参18) と続く

2009il三は1972年と何様の分布傾向が見られる

講社数は代参議および奉賛会日)を含め1.441Mr))で

ある.講社数は多い)11互に 東京者1)389(27.0%. 

うち代参3. 奉賛会20).埼玉黒19503.5%. う

ち代参O.奉賛会 1).福島県186(12.9%. うち

代参136. 奉賛会 7).千葉県14900.3%. うち

代参9. 奉賛会22).神奈川県民 (6.3%. うち代

参1.奉賛会 2)となる 関東地方と福島県の

講社の合計は. 1972-'ijミで全体の79.4%. 2009年で

70.1 %を占め，成田山の講社が東京をはじめとし

た関東周辺に多い事が分かる 一方で，東京の講

が戦時中に諒 1~liJ し疎開先で根付くことがあると

いう.福島に多い理出に，戦時中の疎開によるも

のが考えられる

-5-

講の形態には以下の7種類がある.①地域住民

の集まり，②会社の社員による集まり，⑦会社と

その関連会社を含む集まり，④取引関係(i!3n::を

含む)にある会社の集まり，①同じ業種l可士の集

まり，⑥先達の檀家，⑦選挙の後援会組織である

成l王1111の講社に笠録されるための条件として，先



1972年

O 100km 

注1)1972年部社数には代参識も含む.
百:2) 2009年講社数には代参諮および奉賛会も含む.

第2図 都道府県別成田社数(1972年， 2009年)
c rJJ)Z 111 111訴¥'1J奉賛会名簿 (1972年)および IJJ)Z EEl LLi講社名簿J(2009年)より作成)

と百年元11)がし Eること，年 l度の大護摩をお:

うこと，講員で登山すること，講員名簿を作成す

ることが挙げられるが 現在では先達が存在しな

い前もある.先達が存在しない場合でも，講元が

世襲である場合は構が存続する

1972年から2009年の37年の間に講社数は約半数

となったが，講が}露、LIこされたi時期は把握し難い.

社数が減少した原因に，①鉄道の開業によって

偶人での参拝が容易になったこと，②先達の断絶，

③地域内でのまとまりの希湾化，③講元の高齢化

と若年J替の不足，①jミ"1前 11ITの旅館に駐車場が少な

いことなどがある.また 講社数の減少とともに

誹員も減少しており，現在， ~~f.員数は平均して50

人程度であるといっ.一方で，地域の有力者を中

心として新たに結成される識もあり，近世から近

代にかけて組織された誹社とは性格が変化しつつ

あるといえる 1~)

-6-

2)講社による旅舘の利用形態の変化

l"lj諮問Iの宿泊施設は交通網の発達に伴って減少

してきたが， とくに講社数の減少と講社による参

拝形態の変化と関わる 篠崎 (2003)によれば，

講社が宿泊する定宿は1885(明治18)年には61I1守

あったが， 2003年では旅館業を営むj苫舗のうち，

かつて定宿であった旅館はお軒のみである.これ

ら定宿には，講社名と諮員名が記された額がj苫先

または活IAHこ掲げられている13)

本節では，かつて定宿であったA旅館を対象

とし，第 312?:1に1979年から2005年の 1月にA旅

館を利用した講社数の推移を示した

まず総数では，いずれの年も昼食のみ利用する

講社が最も多い 昼食のみ利用する講社は1979年

から1986年までは安定して約40組の利用があった

が， 1987年から1998年にかけては20組台から40組

台まで増減を繰り返し 1998年から2000年にかけ

ては増加した. 2000年には27年間のうち最も多い
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第3!盟 A旅館の l 月における利用講社数の推移(l979~2005年)
注1)夕食のみの利用を示す

注2)昼食のみの利用を示す

注3)夕食・朝食を含む宿泊の利用を示す

68組が利用したが，2001年}J、降は減少傾向にある

宿泊に利用する講社は， 1985年から1988年にかけ

てやや増減はあるものの，安定して毎年13組程度

の利用がある 夕食のみ利用する講社は， 1999年

以降やや増加傾向にある

次に人数では1987年をピークに1997年まで減少

傾向にあった.その後は2000年まで増加したが，

再び2005年にかけて減少した.組数同様にいずれ

の年も昼食のみの利用が最も多く，全体の約80%

を占める. 1組当たりの人数は，宿泊は最大100

人程度，昼食は250人程度で、あるが，平均すると

宿泊の利用では29.6人 昼食のみの利用では49.0

人である.講社 1組当たりの平均人数は，宿泊の

利用では1992年以降，昼食のみの利用では1994年

以降減少している 講社そのものの規模が縮小傾

向にあり， A旅館の利用客数に影響を及ぼして

いる.

(AÎj対立の宿IIJJ~ より作 Ji見)

3)観光客の変化

参詣者の目的には純粋な信仰心だけではなく

観光することも含まれる 新勝寺を観光地とし

て捉え，参詣する観光客もあることから，参詣

者と観光客をi羽確に区別することはできない ま

た，門前町に限定した観光客のデータは存在しな

いため，ここでは成田市の観光客数を基に記述す

る.第41到には1970年から2005年の成田市におけ

る交通機関日Ijの来客数の推移を示した 来客数は

1980年から1990年まで増加した.観光ノfスによる

来客数の増加も同時期に起こっている. 1985年ま

で鉄道を利用した来客が増加傾向にあったが1990

年には減少し自家用車による来客が急増した.

1995年以降，観光パスによる来客が大幅に減少し

2005年には1980年のピーク時と比較して約3分の

lになった.その他の交通機関での来客も， 1990 

年をピークに緩やかに減少傾向にある 講社の減

少に伴って新勝寺への参詣者も減少していると考

えられる

-7-



第5図は2008年の月別の観光客数を示したもの

である.成田市に訪れる観光客の多くが，新勝寺

への参詣者であることが分かる.そのため i月の

観光客数が圧倒的に多く，地の月の4倍以上であ

る.特に，正月三が日では290万人 (2007年)の

初詣客が新勝寺を訪れた 4月と 7月は，太鼓祭

と祇歯祭が新勝寺および表参道で開催されること

によか観光客数が多くなっている

成田ボランティアガイドの会や表参道沿いのj苫

昔前への開き取り， アンケート調査によると，新勝

(10万人) 髄幽 I~!ll}jj'jI 
亡三コ観光パス

ロZZZZJ来日比
150 ~ ~ョ国鉄・ JI{

100 

50 

第4図 成田市における交通機関別

来客数の推移(l970~2005年)
(IJ;zm-m観光プロモーション課資料および成田
r!i統計書平11.見1911ミj支版より{午，*:)

(万人)

l50 !ss宝ヨその{也
¥ ¥ 露議翻新I~~î'参詣客
¥ 

484.5万人

ド

i¥ 

ト、jI¥ ¥ ¥  
¥、、¥¥¥円|¥、く

¥ 

100 

50 

。
2 6 7 8 9 10 11 12 (J~) 4 

第51克 成田市の月別観光客数 (2008年)
(1&1+1r!1-観光フ。lコモーション諜資料ーより作成)

を訪れる観光客は， 50歳代以上が多い

は犬吠j~奇や勝浦などをめぐる周遊観光の一部とし

て来訪する. I遺体客の場合，パスを新勝寺近くの

駐車場に駐車して新勝寺付近で買い物をするた

め，イ11]I可より南側の地区はほとんど訪れることは

ない 一方， 1白人客はJR線や京成線を利用する

場合もあり，上町や花jfi昨日lTを経由する.また，他

人客は日帰りが多いという

成i盟国際空港(以下，成田空港)の開港以降は，

外国人観光客が見られるようになった 成沼空港

の利用客や航空会社のクルーが頻繁に訪れる.密

籍ではアジ、ア系と欧米系がおおむね半数ずつを占

める 新勝寺や門前町の司本らしい景観や和食が

外国人を惹きつける魅力となっている.外国人観

光客の増加に伴い，門前町の庖舗でも様々な変化

が生じた14) 花!I1奇町では，特に夜になると飲食j吉

に外国人が多く集まる.外国資本の飲食応も見ら

れる 既存の飲食!苫でも英語表記のメニューを置

くなど，外国人に対応している.地元客を対象と

した!苫舗でも，庖頭にだるまやまねきねこなど日

本らしい小物を置く例がみられる

II-3 第二次世界大戦後における成田市の酪

業環境の変容

1954年，成田市発足時の 11苫告lIJあたりの従業員

数は2.4人で，業譲は飲食料iEiを扱う j苫告iliや土産

物品の小売j古，欽食}苫がほとんどであった(成田

市史編さん委員会編， 1986b). 成田市では， 1960 

年代までは小規模な髄i人酪j苫が商業の中心であっ

た.

1970年代になると，成田空港の開港，成田ニュー

タウンの造成やスーパーマーケットの進出などに

よって商業環境は大きく変化した 1970年代以降

の成田市における小売業の動向を確認するため，

第6留に成田市における小売信の庖舗数と年間販

を，第7留に小売}苫 1)苫告fIiあたりの従業員数

と売場面積の推移を示した.成田市における小売

応のJ~弘前数は， 1980年代初頭までは増加額向にあ

るが， 1980年代以降になると増減を繰り返しなが

らほぼ1，000j苫fiiT後で横ばい傾向にあり， 2007年

。。



には再び増加している.年間販売額では， 1990年

代初頭までは急速に増加し 1990年以降は増減を

り返しつつも緩やかに増加している.一方で、 l

活舗あたりの売場面積は増加額向にあり，特に

1990年代以降の増加が顕著である. 1)苫舗あた

1;の従業員数は1990年代に一度減少したものの，

1970年代後半から2004まで増加し 20例年をピー

クに2007年には減少した 2004年における 1)苫舗

あたりの従業員数は10.35人であり，成田市発足

当初の41音以J二となった.

このような1990年代における 1広告i1iあたりの売

場面積や従業員数の増加，J;S舗の大型化の要因と

()苫)

1.200 

1，000 

800 

日年間限額 同+ー商);1=;-数

(百{怠|ユj)

20 

16 

12 

しては，大規模小売応(以下，大型の進出が

指摘できる 成田市における大型自の立地は，主

に1980年代から始まり， 1990年代以降に活発化し

た(第8図)成田市における大型j苫は，成田ニュー

タウンや京成線公津の杜駅j司辺s 三里塚などの郊

外にのみ立地している. これらの大型j苫は2，000

~5，000nlの応部面積で、駐車場を備えた専門);5が

多く， 10，000ばの h5~iIî面積を超える大型ショッピ

ングセンターも目立つ. 1990年代以降，大型広が

多数開設された結果，成田市では周辺市町村から

の買物客が増加し 2001年には総流入社t帝数が千

2位となった(駒オミほか， 2006) 

次に成田市における主な臨応会の分布を第9閣

に示した 商);5会の多くは新1]券寺1'1うritrIrrfの参道沿

いに集積しており，新!勝寺境内にも 2つのi在会

が存在する 新Jl券寺門前 11IJ以外では，中心市街地

の周辺や成田ニュータウン，宗吾輩堂の門前IIf]¥

に分布する.新)J券寺と三
600 

里塚の商)0~会は会員数が多く活動が活発で、ある
8 

400 が，他の商j吉会は大型自に顧客が15tE，lj:1しほほ機能

200 4 していないという

O O 

1972 7476 79 82 85 88 91 94 97 99 02 04 07 (句三)

以上のように1990年代以降の成田市は，郊外で

は大型!苫の進出により周辺市IIIJ村から貿物客を引

き付け'ている.一方で、，門前111]'を含む1=1::)心市街地

では小規模な小売j苫が集積し商)~5会が機能して

おり，中心市街地と郊外で異なった商業機能がJI:~

j哉されている

第61亙 成田市における小売j苫の!苫告iIi数と
年間販売額の推移 (1972~2007年)

(商業統計より作成)

(n1/日) (人/応)

ω ..，_.従業員数

2001 ム

' …函ー売場面積
10 

8 
150 

1I-4 成田市中心部における現在の土地利用

成田市中心市街地における機能を明らかにする

ため，第10陸に成田市中心市街地の土地平IJmを示

6 した.JR 成田 !.~Rや京成成田駅j認辺では大小のテ

100 

4 

2 

O O 

1972 7476 79 82 85 88 91 94 9799 0204 07 (句三)

第71:ill 成田市における小売業 1)古舗あたりの従
数と売場面積の推移 (1972~2007年)

(商業統計より作成)

-9-

ナントピルや金融機関などの業務機能と，街泊施

飲食j古が立地する また京成成田!択の東側に

は月極の駐車場が多くみられる.新)j券寺表参道で

は商業とサーピス業の立地が顕著で、ある.商

業j苫~iïlìで、は小売j苫が多く， とくに菓子高や土産物

販売屈が目立つ またサービス業の多くが飲食応

である 表参道の中でも南北で土地利用に差がみ

られる.JR成田駅側では業務機能や住宅を含む



百舗開設年

。 ~1989年

70，000 

30，000 

1，000 

O 1km 

@ 

第8図 成田市における大規模小売自舗のIj再設年と売場面積 (2009年)
()武田市蕗工会議所資料より作成)

第ヲ I~ 成田市における主な商j吉会の分布 (2009年)
(成田市商工会議所資料および f成Ellr111こ11心市街地活性化基本計画J(2001)より作成)
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テナントピル

小売業で、は靴，かば

パフ¥スナック，飲食庖，

眼鏡，

が多い傾向にあるが，新勝寺に近づくにつれて飲

食庖が多くなり，土産物販売市の立地が顕著にな

る.一方で表参道に面していない包酒では，戸建

住宅や居酒屋，パフ¥スナックが多く分布するな

ど，通りに面する土地と面していない土地で、は大

きく利用が異なる

と新参道沿いでは，表参道とは異なった

利用が見られる 全体的に土地利用の規模が大き

く，墓地や新勝寺関連施設と月纏，時間貸し

の駐車場が分布する.通りに面していない

底面では，住宅，戸建住宅が多くみられる

参道と同様であるが，アパートやマンションなど

の共同住宅が立地する点で、は異なる

以上のように成田市 1~=1心市街地の土地利用は，

駅周辺の業務機能，新JJ券寺表参道沿いの小規模な

小売!苫の集積，表参道裏通りの居住地域と新勝寺

関連施設や参詣客向け駐車場の立地が特徴であ

る.また，全体的に空家や空庖告f!i，空地はあまり

みられない.セットパック事業が進行中の表参道

以外では，ほほ土地利用の改変が行われておらず，

地方都市の問題とされる中心市街地の空洞化は確

認できない.

直 行政と表参道の時内会組織によるまちづくり

ill-1 行政によるまちづくりの支援

新勝寺表参道における景観整備事業は， 1987年

から開始された(第 1表). 1987年に成田市は，

成田市地域住宅計画推進協議会を設置し表参道

における電線等の地中化ゃー 関する指針を

した 1990年に上11fT街づくり協議会が設立さ

れると， )ま日Fliは19915]三に整備計画調査を， 1995 

年にはセットノてック用地の購入方針などを

し街づくり協議会とモデル事業計画について協

議を行った これらの取り組みを経て， 1996:1'[三に

新勝寺表参道に対して街並み・街づくり事業等補

助金交付要領がIltlj定され，街づくり事業が開始さ

れた

新勝寺表参道の街づくり ::tに電線類地

中化事業，伝統的建築物等修景事業，セットパッ

ク事業， ブアサード整備卒業の 4つが行われて

いる(第 2表).電線類地中化事業は2000年から

2003 :1i三~こかけて表参道全体で、わ二われ，景観の改欝

や歪i祭のの通行が円十i干になるなどの効果

がみられた伝統的建築物等修景事業は， 1996年

から戦前からのill造物が多い仲IIlTで行われてい

る.イI!J!IITIまj苫舗の背後に山が迫り，表参道自体に

約12%の傾斜，があるという地形的条件からもセッ

年 場所

1987 新j勝寺表参道

1990 上IllT

1996 f1i11l!J 

1998 上町

2000 花11時IsT

2001 仲IIIT

2002 11=1心市街地

2003 上告IT'花11府IllT

2004 花11時UIT

2006 新j勝寺表参道

2009 新j爵寺表参道

第 l表 表参道における景観整備事業の推移

内容

電線等の地中イヒ・景観についての指針を協議

上町街づくり協議会を設立

伝統的建築物等修景事業の開始

セットバック事業・ファサード整備事業の開始

花一参道街づくり協議会を設立

電線類地中化事業の実施

中心市街地活性化基本計画の策定

電線類地中化事業の実施

セットパック事業およびファサード整備事業の開始

まちづくり交付金による表参道街路整備の第一期事業 ("-'2008)

まちづくり交付金による表参道街路整備の第二期事業の開始 ("-'2013)

(JJ~IJl市都市部市街地:整備課再開発事業主資料より作成)
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第2表 表参道における主な街づくり事業の概要

事業名 対象地区 概要

電線類地中イヒ卒業 表参道 電綜や電話線，光ケープノレ等の地中イヒ
(2000"--2003年)

伝統的建築物等 仲l町 戦前に建設された建築物のうち，保全を図るべきものおよび，

修食事業
(1996年"，-，)

そのうち特に重要なものに対して，改修費や修繕費等の1/2から2/3

を助成

セットパック事業 上町・花的flJ]ー
(1996年~)

道路の両脇2mを貿収，歩道として整備

ファサード整備事 上町・花崎町
業(1996年"，-，)

セットパックした建築物に対して，建築物の正面を白壁、和風

看板、和瓦と整備することで，事業費の1/2(最大100万円)を助成

トパックが難しい. また住民の意向もあるため，

伝統的な建築物の維持を中心としたまちづくりが

行われている.セットパック事業とファサー

は，上If1Jと花111奇i可で1996年から行われてい

る. これらの事業は，上lIITと花111奇JIl]・の街づくり協

をiこ|二!心に事業実施場所や街並みへの適合の調

整が行われ，成田市は街づくり協議会を通して助

成を行う これらの事業以外にも，表参道の空白

舗を成田市が買収してポケットパークや観光施設

を設置する計画や，歩道に干支を模した車止めを

設置する事業が行われた

表参道でまちづくりが進む中で，成田市は1998

年の中心市街地活性化法のflilJ定を受けて， 2001年

にi二|二i心市街地j舌性化計画を， 2002年には成田市タ

ウンマネージメント構想を策定したーこれらの計

画により.JR成田駅前や新!l券寺門前町.を含めた

'll{、市街地での整備が進められている

まちづくりに対する補助は 2006年までは全て

成田市の財源によるものであったが， 2006年に

JR成田駅毘辺地区が国土交通告、によるまちづく

り交付金の対象となったことでi司H寺に行える事業

が増加した まちづくり交付金は使用用途に関す

る制限が緩く，成田取の裁量で嫌々な街づくり

業に利用することができる. まちづくり交付金事

業は2006年から2008年にかけて第一期事業が行わ

れ.2009年からは第二期事業が行われている

現在成i沼市は，新IJ券寺表参道のまちづくりを行

うと同時に， まちづくり交村金を利用したJR成

田駅前の拡張工事や高度化事業を計罰している

()~見出市都市部市街地整備課再開発事業室資料より作成)

今後は成田駅から新Jj券寺までの表参道の景観を統

一し国際観光都市としての街並みの整備を目指

す.

また成田市では，観光客向けの対策として車両

の交通規制と駐車場の管理も行っている.車両規

制は，観光客が多く訪れる 1月中およびイベント

時， 2月の日曜と 5月， 9月の土日の表参道で行

われる.駐車場は表参道で3か所を管理する15)

自家用車を利用した客の増加に伴って成田U-I周辺

には民間経営の駐車場が多く設建された.こうし

た駐車場が 18600円から800円であるのに対し

て，市営駐車場は 3時間まで1時間100円と駐車

料金が安いため，地元住民による利用が多い 表

参道は一方通行に規制されているものの，交通量

が多く，表参道沿いのj苫舗の生活道路としても利

用されているため，完全に車罰規制をすることは

できないという

JlI-2 表参道の町内会組織によるまちづくり

1 )仲町街づくり協議会

仲町では，仲IflJと本IllJによる111]11可門前通り振興

会と，イ'1]町と幸11汀によるイriJIIIT街づくり協議会が組

織されている.本項では，表参道のまちづくりの

ために組織された仲間I街づくり協議会について述

べる.仲間n苛づくり協議会は，仲11可と幸町それぞ
れの商庖会を母体として1990年頃に組織された.

2009年現在の会員数は26人である

2001年6月に，組合設立s寺の第一目標であった
電線類地中化事業を竣工した.この事業に伴って
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街路灯も撤去したことにより景観が整備された

今後は高さ1m30cmあるいは1m80cmの街路灯を

15本設置する予定である

仲間Iのまちづくりは.伝統や習慣を伝承してい

くことを理念とする.特に祇園祭に力を入れてお

り，祇園祭で使用する山車は，先祖から受け継ぎ

子孫に遣していくものという意識を持っている

第lllZJには，イt1]町と幸l可における重要保全建物と

伝統的建物の分布を示した 成田市が伝統的建築

物等修景事業に指定した建物のうち，重要保全建

¥ 

新j勝寺

F日

入

下

J

4
判
i

r
a
q
i
 

本IIIT

¥ 

¥ 

¥ 
幸Il!T

重要保全建物

伝統的建物
r
/

〆いrr〔 O 25m 

イ1!IIlIT.幸町における霊安保全建物と伝統
的建物の分布 (2009年)
(成田市都市部市街地整備課再開発事業室資料

および現地調査より作成)

物が 6 軒，伝統的建物が16í肝である(写真 7~9

参照) いずれも薬局や元旅館であった建物が多

く，門前町らしい景観をつくり出している.こう

した建物の存在と地形的条件，イ主民の意識から

セットバック事業は行わない方針である.一方で

ファサード整備事業は行われており，景観の維持

している.門前11江のなかでも早期に形成さ

れた町という意識が仲町におけるまちづくりに

寅かれている

2)上町街づくり協議会

上野Jは表参道のiやでも早くからまちづくりに取

り組み， 1990年に能づくり協議会が， 2002年には

成田市でおjとなる商j苫街振興組合が設立された.

現在商j苫会の会員数は67人であり，商 J;j~会の活動

は活発である

上11ITのまちづくりは，飲食自を経営するB氏を

中心に進められた B]::¥は大学を卒業後， 196951三

に上 11ITの実家に戻り，父親の経営する飲食告を手

{云った.当時の上ITlTは 土産物自の他に最寄品や

買18]品を扱う j苫舗が多く， J笥辺市町村からも客が

訪れていた. しかし1980年代以降，成EEl空港の開

港によって!苫舗の後継者が空港関連業に就二業した

ことや，大型!苫の立地による翼い物客の減少に

よって，最寄品を扱う脂綿をi干!心に廃業が相次い

だ こうした状況を受けて上IIIJ溜j苫会では様々な

販売促進活動に若手するも，継続的な効果はな

かったという

上IllJは新Jl券寺と]R成田駅および京成成田駅と

の仁1::1問に位置するため，新勝寺に近いイ中IUJや釈に

近い花1[1奇1I汀のような一定の顧客の確保は困難で

あった B氏は「何かしないと花1I1奇If可は客が通り

過ぎてしまうJと考えたという B氏は積極的に

顧客を確保するため， 1990年に上IIIT街づくり

会を設立した 設立初期にはまちづくりに関する

勉強会を開催し全国の商活会やまちづくりの祝

祭を行った.その一方で上IIIT内の各自舗にはセッ

トバック事業やj吉舗の外観を統一する重要性を唱

え，行政に対しては協力を求めた. 199651三にはB

氏は自らの忠告mでセットバックとファサードの整

-15-



備を行った B氏と何年代の庖主の協力により，

に上町におけるまちづくりは進行した 2002

に上町臨応街振興組合が設立されると行政の

補助も得やすくなり， まちづくりはさらに進行し

た(写真 1) 

上IIlTにおけるセットパック事業およびファサー

ド整備事業の進捗状況を第12図に示した

始当初は，主に表参道の東側のうち中間地点で

セットパックが行われ. 2001年から2004年にかけ

ては西側の中!?日地点で.2005年から2008ir:にかけ

ては花111奇1I日}こ近い高但Ijで行われた.現在は約ヲ0%

の活舗でセットパックとファサードの整備が完了

している セットノく yク事業やファサード整備事

により拡幅された歩道や整備された景観は，訪

れる人の評判が良く 2005年には国土交通省の都市

しいまちなみ優秀裳」を受業するな

ど，上If可のまちづくりはハード簡では整いつつあ

る

一方で，まちづくりに反対する経営者も存在し

全ての応部iでセットパックが行われているわけで

はない. さらに!二11耳障街振興組合には表参道沿

いだけではなく，裏通りに立地するj苫告mも参加し

1 上 11IJのセットパック事業およびファサー

ド整1i1i]事業が行われたj苫告iIi
討=.)石造りの椅子や F~.文の援物があるラインから忠告Iiが

2mセットノtックされ. ti三遊が{確保された. これに

伴い通りにiiriした布告iliの壁は白壁造りで屋根には
手11瓦を敷j 手11風者板を掲げるファサード整備事業

も実施された

(2009ij三5月 檎本嫌影)

セットパック率業実施E寺期

仁二コ 1993年度
Eヨ 1997~1998年度

E7Z2l 1999~2000年度
E田]2001 ~2002年度
毘韮ヨ 2003~2004年産

2005~2006年度

露墾襲警 2007~2008年度

ファサー

亡E

第12図 上何におけるセットパック事;業および

ファサード整備事業の進捗状況 (2009
年5月現在)
(成田市都市部市街地整備課再開発事業室資料

および現地調査により作成)

ている 裏通りは，表参道と比較して人通りが少

なく. )苫舗の減少もみられる 上町商)苫街振興組

合は，裏通りも含め を盛り上げていきた

いと考えている.これらに加えて，まちづくりの

ソフト函での充実が今後の課題であるという

3)花一参道街づくり協議会と花崎町街づくり

研究会

花Illf，j-町は 1~51:Kで構成されており，そのうち

表参道には，新勝寺itlljの花111奇11汀11玄と成田駅慨の

花111奇町2I:Kが面する.]R成田駅前の表参道入口

から上町との境界まで、のがJ240111の区間である

花l崎町は表参道沿いで、あると|司時に成田駅前で、も

あるため，両方の性倍を考慮したまちづくりが行

-16-



われている 街づくり協議会は. 1区に花一参道

街づくり協議会. 2区に花崎lET街づくり研究会が

組織され. 1 1玄は隣接する上¥lD・との連続性を考慮

したまちづくり， 2 l2Iは駅前整備との整合を図っ

たまちづくりが進められている.

1 1乏の花一参道街づくり協議会は1998年に設立

された設立当初は，商庖街の売り上げ向上を目

的として組織された 2002年から2003年にかけて

実施された電線類地中化事業から本格的なまちづ

くりへの取り組みが開始された電線類地中化事

業によって景観が整備されたことで住民のまちづ

くりに対する意欲が増した また，住民の仁1::)では，

隣接する上!lJJで進行中であったセットパックと

ファサードの整備が花崎I!lTのまちづくりにも欠か
せないという意識が広がった.そこで花一参道街

づくり協議会では l区のj古主にアンケートを配布

し，電線類地中化事業に対する感想、と今後のまち

づくりの方向性に関する意向を調査した その結

果を受けて. 2006年からセットパック事業.ファ

サード整備事業に着手した.

2区の花lli奇IUJ街づくり研究会は. ]R 成田駅周

辺市街地再開発を目的に組織された.当者)Jは千葉

興業銀行とその毘辺の住民が中心となって，大型!

複合商業どル建設のための区画整理に関する協議

が始められた. 1988年，再開発の範囲を 2区の表

参道東側全域に拡大することを条件に，行政から

の支援が受けられるようになった. 1990年には2

区の表参道西側の地域も再開発に加わり，現在の

花111奇町街づくり研究会の形態となった花1I1奇|町街

づくり研究会は，再開発が行われた他地域の視察

を中心に活動してきたが 2000年に行政からの支

援が廃止されたことにより.2002年ーからは個人に

よる庖舗の建て替えを行うようになった 上Ilffの

景観が整備されるなかで，花111奇UlTづくり研究会は，
2005年にlIKの花-参道街づくり協議会からセッ

トバック事業とファサード整備事業を共同実施す

る要望を受け. 2 i玄でもセットパック事業とファ

サード整備事業に義手した(写真2). 

花Ih奇11IJにおけるセットパック事業およびファ

サード整鏑事業の進捗状況を第13図に示した 花

2 花111奇町のセットバック事業およびファ

サード整備事業中の

a:)ファサード整備事業に伴いI，Iff;i1iの改装工事をして
いる.左|鋒の建物の道路設置耐と比較すると. 2 

mセットパックされた棟子が分かる

(20091j'.7 )J 橋本J敢影)
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111奇!日Tの表参道沿いのセットパック事業は. 1 1玄

2区ともに2005年から段時的に進められている

ウ
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2005年は l軒， 2006~2008年は年間 3~4 軒の

セットパックが行われた.2009年度は4ffがセッ

トパックを実施予定で， 2010年度と2011年度には

それぞれl軒の笑施が決定している セットパッ

ク事業は建物の老朽化の程度や，建て替え費用を

行政が査定してJII支番を決定する.行政側は年間2

軒のセットパックを行い 20年間をかけて事業を

行う予定であったが， 2006年度からまちづくり交

付金によってセットパック事業への予算が増えた

ことで¥2015年頃の完了が見込まれる.2009年5

月現在までにセットパックが完了した宿命liは12軒

であり，セットパックのため建て替え1=1:.]の忠告iHは

l 判:である

ブアサード整備事業はセットパック事業と伺時

に進行している ファサード整備事業では，①建

物の正面に白壁または累壁の採用，②和風看板の

設置，①キ!J瓦の使用の 3つを行うことを条件に，

)~~舗の経営者に対して行政から上限100万円が補

助される.和風看板はファサード整備事業以前か

らJ;!f先に掲げるj苫舗が多く， 2009年5月現在， 16 

が設置している このうち白壁または黒壁を採

用している!百舗は911汗である

!択から新!勝寺までの表参道全体で景観の整備が

行われる一方で，花111奇IIrJでは独自に歌舞伎を利用

したまちづくりを行っている(写真3). これは

江戸時代の歌舞伎役者市JII間十郎に臨む取り組み

である.花111奇I1IJでは，歌舞伎のパネルを庖舗に取

り付け，江戸時代より成田山が歌舞伎の上演によ

りj認知されてきたことを観光客にアピールしてい

る. この取り組みは開始されたばかりで， 2009年

5月には歌舞伎のパネルを掲出している);5舗は2

軒である(第131~)

直-3 観光客への対応

1 )成田市観光協会による対応

観光客の誘致は，個々のはもちろんのこと嘗

成日::1市観光協会(以下，観光協会)の果たす役割

も大きい.観光協会は旅館組合を母体として1984

年に設立された1(j) 観光協会は総務，七ールスプ

ロモーション， 1T，祭干しフラワー，太鼓祭，キャ

3 花111奇IIIJのj百先に掲げられたパネル

注)セットバック事業とファサード整備事業が終了し

たJd舗で¥*111鴎十郎が演じた演目の浮世絵が飾
られている. lmx3mの陶板ノTネルである.

(2009年5月 薪藤撮影)

ンペーン，エアポート，花まつり踊りの各委員会

に，特別委員会を合わせた10の専門委員会が組織

されている 現在，約420団体が観光協会に加盟

しており，加盟国体の多くは表参道沿いの忠告m経
営者である 観光協会に新勝寺も加盟しているこ

とが特徴のーっといえる 新勝寺の担当者は委員

会に参加し，イベントの企画の段階から関わる

のみならず現在においても成田の観光に新

勝寺が深く結びついていることを物語っている

また，成田空港も観光協会に加盟しており，元旦

の航空安全祈願祭を観光協会が行う.成宙空港が

成田の観光に果たす役割は大きい

観光協会の主な活動は，成田市の観光のホーム

ページの作成を含めたPR活動，各種イベントの

主催や協力，成田観光館(仲11可)や観光案内所(JR

成出駅東i二1)の運営である 以下，観光協会の役

割について記述する

(1 )イベントの主鑑

第3表は， 2008年に成田市で開催された主なイ

ベントである イベントの多くが観光協会の主催

であり，新勝寺や表参道が会場となる 成田市で

は，正五九と!呼ばれる 1}==J ・5月 -9月の新勝寺

の参拝J=jに観光客が集中する 第51亙に示したと
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第3表 成田市における l年間の主なイベント

月 名称

1月 初詣

2月 成133IJI節分会

2""3月 梅まつり

4月 おどり花見

成田太鼓祭

会場

新勝寺他

新j勝寺

2008年来客数
主催

新j勝寺他

新j勝寺

2，9001) 

38 

16 成田山公園，宗吾霊堂 観光協会

新勝寺 観光協会

新j勝寺，表参道 成田太鼓祭実行委員会

宗菩霊堂

新Jl券寺，表参道

埴生粋社

市内各飲食応

滑河観音(龍正悦)

ニュータウン地区

弘恵会同IIlJ駐車場
，三〉平干長Fト r~.t，.
/Jてでぎ立i1:とと

新j勝寺

おり年間の観光客数は 1月の参詣者に左右され

る これを解消するため 年開を通してイベント

を開催するようになった

観光協会のフラワー委員会は，梅まつり，

まつり，紫陽花まつりを主催する.栴まつりは 2

~3 月の日曜-祝 iヨ 紅葉まつりは11月の土・日

曜日に成田山公園にて行われる.茶会が開催さ

れ，二胡や津軽三味線，琴などが演奏される 紫

陽花まつりは 6~7 月に宗吾霊堂の境内にて開催

され，写真コンテストや茶会も行われる.

堂に植えられた7，000株のあじさいの一部は，観

光協会によって植鵜されたものである 他にも 5

月には花まつり踊り委員会による平和の大塔まつ

り， 7~8 月には特別委員会によるうなぎ祭が開

催される

200 

不動の大井戸茶会 なごみの米屋総本自内観光協会 2.2 

伊能のおあそび(伊能歌舞伎:)大須賀神社 教育委員会

5月 平和の大塔まつり総踊り 新j勝寺，表参道 観光協会，商工会議所 15 

成田山薪能 新勝寺 新勝寺

10月 NARITA花火大会ln印路沼 印播沼湖畔

御利生祭 表参道，西参道

11月 成田山公鴎紅葉まつり 成田山公園

12月納め不動 新j勝寺

注1)初詣は2007年の薪!勝寺の数値を示す

注2)r -Jは不明であることを示す
(J瓦|賀市観光プロモーション諜資料，成田ili鋭光協会HPおよび開き取りより作成)

観光協会

紙IJffi祭実行委員会

埴生神社

観光協会

滑前観音(龍正悦)

430 

6""7月 宗吾霊堂紫i湯花まつり

7月 成田祇園祭

戦車京・ほおづき市

7"'"'-'8月 うなぎ祭

8月 滑何観音1m万八千日

成田ふるさとまつり

成田山みたま祭り

9月 御待夜祭

10""'11月成田山菊花大会

ふるさとまつり実行委員会

観光協会

宗吾霊堂

新勝手予

50 

NARITA花火大会実行委員会 n
u
n
U
1
i
 

5
Q
U
1
 

期工会議所

観光協会

i封勝手F

観光協会の主催ではないが，新勝寺とi可前IUTの

各i可にとって重要な行事に祇|霊祭がある.祇関祭

は，正式には祇i調会と呼ばれ，祇|盟会は毎年7月

7~9 日に新勝寺で行われる.祇i盟会は， 1721(享

保6)年にはすで、に行われていた.元々，新Jl券寺

が管理する湯殿JJJ権現社を中心とした祭礼であっ

たが，時代の変遷と共に新勝寺の奥の院大日如来

の祭礼へと変化した

祇!盟祭は，新勝寺と成田山周辺の 9111T(本町，

fgll!1]¥上!日]¥花lh寄l1lJ，幸1l1J，国IMJ，東ItrJ，土屋，

閉護台)の若者連17)を中心に， 7月初旬の金・土・

13111~~ 日に開催される 祇濁祭では新勝寺の御輿の

渡街!と山車(新勝寺，本¥!汀， 11iJ 111]¥花111奇IlrJ，幸IU]¥

白1I可土屋，閣議台)および屋台(上町，東IIlJ)18) 

の巡行が行われる.祇密祭の111車 .1屋台の引き廼
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しは市内の広範留において行われるが，中心とな

るのは事rr勝寺境内や表参道である(写真4) 特に，

l日目の新勝寺の大本堂の前， 2日自の成田駅前

広場におし.')てすべての山車と屋台が揃う「総蹄りJ

や， 3日自の門前から薬師堂までの仲間7の坂を!II真

番に威勢よくJこる f総引きJが見どころで，多く
の見物客が訪れる 111車と屋台の競演を盛り上げ

るものにi駒子がある雑子は，新勝寺イIIJIllJ・本

町が「子1111王jI雑子jという江戸のi雄子の系統19)であ

るのに対し，その他の1l1Jが「佐原l雄子jという農

村の戦子の系統である どちらも成田独自のl雄子

ではないものの， I可じ祭のi十iで異なる 2つの系統

の様子が存在している例は少ない.

祇l茎l祭の山車および屋台は各IllT内で管理され

ている20) それぞれのIfiTが自分たちのや屋

台に誇りを持ち，互いに対抗心も持っている

祭による町内の強い結束は 門前町内でのIllTご

との意識の違いにも影響している

観光協会のうち，祇障i祭を担当するのは祭礼委

員会である 祇園祭は，土屋と を除く門前

の7111Jカ斗守ち!illりで当番IflTを勤め，実行委員会を
組織する.そのため，主催は観光協会の祭礼委員

会ではなく，各11ITで組織された実行委員会である

しかし，当番IIITの補佐や， 11ITI笥の意見の集約-調

を祭礼委員会が行う.観光協会の仕事-は裏方で

4 祇園祭

注)1qJi町のj反を駅方面に向かつて!ll車を引き上げる株

子写真は成1-1:IIJI交道会の山車である

(200911ミ7月 西田誠影)

はあるが，祇園祭を実行する上で、も， IllJと!I可をつ

なぐ存在としても，重要な役割を担っている

(2) PR活動

観光協会が外に向けて行う観光プロモーショ

ン活動には，観光協会のホームページ21)の管理・

運営や，キャラバン隊が行うキャンペーン活動，

ガイドブックの作成などがある

観光のホームページでは 英語・中i童話・ハン

グルによる表示が可能で，イベントの情報や市内

の観光スポット，成田市を代表する食事や土産物

が紹介される 観光協会に加盟する庖舗の経営者

と共にIT委員会が各忠告fliのホームページを作成

し管理する

キャラパン隊によるキャンペーンは，毎年12月

の初めに関東近郊で行われる会場は上野や大宮，

千葉ーなどターミナル駅前である 成田の土産物が

紹介され，太鼓祭の太鼓や平和の大塔まつりの蹄

りが披露される

(3)成泊観光館の運営

仲間nこ立地する成田観光館は成田市の施設であ
り，運営は観光協会に委託されている.観光情報

の発信と休憩所としての機能を持ち，祇園祭のUJ

l/[および屋台や成田の歴史の展示スペースを併設

する.無料で利用できるパソコンはインターネッ

トも利用可能である 年間約8万人が観光館を利

用する.外国人による利用もあるため，英語での

案内も行う 近辺の観光地として，外国人利用者

には新勝寺を， 日本人利用者には新勝寺の他に，

成田空港周辺のさくらの山公留や航空科学博物館

を紹介するという

また，外国人向けに毎週木曜日の午前にティー

セレモニーが開催されている. (写真5) 参加科

が無料ということもあり，多い11寺で約20人が参加

した， 3人の職員が英語で行い，お茶の作法は茶

道の経験のある職員が行う 外国人向けの対応も

充実しているといえる

-20-



5 ティーセレモニーでの内掛け体験
i-'I::)ティーセレモニーに参加した外!翠人が内掛けを着

てスタッフと記念擁影をする蝶子

(2008年10月亀)11撒影)

2)成田ボランティアガイドの会による対応

成日3市観光協会の他に 成田における観光客の

受け入れ態勢として，成田ボランテイアガイドの

会の活動がある.成田ボランティアガイドの会は，

千葉県からの要請により 1998年に成日3市の老人ク

ラブを元に組織された.ボランテイアガイドは，

当日または事前の申し込み客に対して新勝寺の境

内を中心に 1~2 時間のガイドを無料で行う.ボ

ランティアガイドは成田ボランティアガイドの会

に所f寓する約45人で、行われる.ボランティアガイ

ドは信徒会長官に 2人と境内に 1人が常駐してい

る.ボランテイアガイドの利用者は， 2人以上で、

あればその場でボランティアガイドを申し込むこ

とができる

第1412Ilにボランテイアガイド利月3者の推移を示

した その件数，利用者数ともに増加しており，

外罰人利用者の増加が注目される 外国人の利用

を利用する旅行客や， トランジット

客の場合が多い.その出国国籍は，アメリカが多

く，他にはカナダ，ロシア，ノ jレウェー，オース

トラ J)ア，アジアでは中国，韓国，台湾， タイか

らの利用がある.外国人への案内は，外国人対応

のボランティアガイドによって英語で、行われ

る.専門のボランティアガイドはタトI~での居住キ歪

験者や教師1経験者なと英語が堪能な人が務める

(否人) ({牛)

150 L 
路経翠醤外E恋人
区豆3 日本人

一←案内{*数

1，000 

50 

O に

2000 2002 2004 
O 

2006 2008(1手J主)

第1412Il 成田ボランティアガイド利用者数のi'住
移 (1999年 ~2008年度)

(r平成21年度ボランテイアガイドの会総会資料J
より作成)

N 新勝寺表参道の商業空間の変容

表参道を構成する各 11日ーは成立時期が異なるた

め，対象とする顧客や業種に差異がみられ IIITご

とに門前i可として，表参道としての意識やまちづ

くりへの姿勢が異なる. また1970年代以降は成田

空港の設置や大型庖の展開~こ伴って，門前 11汀の業

主E構成も大きく変化した.そこで第1512Ilに19701f.，

1985年， 19961i三 2009年の 411寺点におけーる表参道

沿いに立地する応舗の業種構成を復元した.

N-1 本町・{中町

1 )業種購成の変容

(1 )本町

1970年は5軒1=1コ，旅館業 l軒飲食業211汗，土

産物販売業211汗で，いずれも新勝寺への参詣者向

けの業種とみられる. 1985年と1996年でも変化は

なく， 2009年に土産物販売応 11lFFが撤退したこと

で，全体で4II!fとなった.本118'全体では1970年か

ら2009年にかけて旅館と飲食応の減少と，土産物

販売活の増加がみられる.第41翠に示した鉄道利

用者の減少と自家用車利用者の増加の影響とし

て，門前町で昼食をとる参詣者が減少し，土産物

購入者が増加したためと推察される. しかし表参

道沿いに立地するj苫舗では，ほほ業種変化がみら

1
1ム
つ
L



1970 J ぷ1
担成田山街路寺

1985年 、
a、A a成田山車JTi!善寺

{q. 19J 
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日，、山、?一一岡五重岡師山
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館

信徒会館
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第15図 新勝寺表参道における業種構成の変化
(1970年， 1985:iI三， 1996年， 2009年)

注1)2009年の図は， 2009年5月31日の状況を示す
注2)各年度における!IITの境界は.動態IZlおよびゼンリン住宅地図を元にした

(1"千葉県成出市動態Izl鑑 i昭和45il三度版jおよび， 1985年度版， 1996年度j抵
2008年度版のゼンリン住宅地図を元に，開き取り，現地調査を行い作成)
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れない

(2) イ中国7

1970年は32軒中，旅館8軒飲食庖8軒，土産

物(食品)販売庖9軒，土産物(雑貨)販売j苫2

軒，薬局 2il汗，洋品目3軒であった. 211汗の薬局

と11lf干の洋151自は，参詣者を対象として開業した

ものであり，既に明治期には営業していたことが

維認される(第17~20図およ 6~9 参照)

と洋品目が参詣者向けであるとすれば， 321肝

仁!なOil汗は参詣者向けであったといえる

1985年には，薬局の倉庫を利用して土産物販売

fEが併設されたことにより，仲冊子全体で33軒と

なった. 1970年には8軒で、あった旅館業のうち 2

粁が飲食業へ業種変更したことにより，旅館 6軒，

飲食~flOIl1r となった.

1996王子では，成田観光館に隣接した土産物(雑

貨)販売J~5が撤退したことで，全体で321肝となっ

た 旅館業および、土産物(食品)販売業ーから各 1

IWFが飲食業へ業椋変更し洋品販売業が 1

物(食品)販売業へ業種変更したことにより，旅

館 5 軒，飲食J;b~121好，土産物(食品)販売j苫 9 軒，

土産物(雑貨)版売侶 211汗薬局 2llIl，洋♂d苫2

IIFFとなった

2009王子は全体として311!fFで構成されている.旅

館の数は1996年と変わらないが，飲食業のうち l

ilq:が空きj苫fiiIJ， 1 Ij1lが土産物(食販売業に業

樟変更し， 1IIilの洋品販売業が土産物(雑貨)販

したこれにより 31llIlは，旅館5

ljFF，飲食応lOl!q:，土産物(食品)販売出10[1守土

産物(雑貨)販売);153粁薬局 2 洋品!苫 11lIf

で構成される

土産物販売応は1970年から2009年まで宿舗数にほ

ぼ変化がみられない 判3町では土産物販売自のう

ち，雑貨を扱う j苫舗に比べて食品を扱う J吉舗の数

が多く，主にょうかん，せんぺい，漬物などを販

売する 成田名物と知られるようかんや，庖先で

焼き立てのせんぺいの香りに魅せられる客は多

い 薬局では2~[干ともに庖主が調合した一粒丸が

売られる.一粒丸もょうかん同様に成田の名物と

されており，今後も業種変更の可能性は低いと考

えられる

2)現在の庖舗形態

第4表に， 2009年5月に行った開き取りおよび

アンケートの集計結果を示した(アンケート参

H~，) 本IfJJ.仲町の3211i.fr干123ljFI二 (71.9%) の回答

を得た 以下，開業年代，営業13訓告]，客j詰土地

との所有形態について述べる

最も I~:i業年代の古い宿告rlì は江戸期の開業で， 8 

QFfが該当する.飲食活は， ア軒中3軒は江戸期の

開業で，従来は旅館業を営んで、いた. また l軒は

明治期から戦前にかけて 3軒は1940年代から

1950年代にかけて開業した 飲食j苫は， 7I1苛lニ|ご16

[1汗が高度経済成長期以前に開業した. 19701:1三 ~j、持

に開業した;;5舗は 41111こで，本町-仲町では半数以

上が戦前の開業で、ある

営業時間は，やや早く!?百庖するj苫舗は土産物販

売;;5で， 8 時半から 10時頃には営業を I~励会する

飲食j苫はやや遅れて 911寺から 10IJ寺頃 I~司自し，昼食

をとる参詣者を対象とする 飲食j苫7I1汗のうち 4

は18時までに閉j苫し 2Hは21時から21時半頃

に閉庖する.土産物販売j苫は17時には賄庖する

多くの広告[jjでは，新勝寺への参拝客が噌加する正

1rl:rIlITでは， 1970年時点で飲食j苫であった1;5舗の 五九や，祇踏祭などのイベントの際は営業時間を

うち，旅館の造りを残すj首舗がみられる.鉄道や 延長するという

自家月3車を利用した参詣者の増加Iにより，既に

1970年以前に旅長官数は減少していたが，その傾向

は問701:1三以降も続いた. 2009年現在旅館業を営む

5l肝ふ旅館業のみの営業ではなく昼間の欽食業

を兼ねる.飲食JiEは1996年時点までは増加傾向に

あったが， 2009年には減少した.一方で，薬局と

は，地元客が多く訪れる忠告iIlは 311汗あるが，

主な客は観光客である その要因として，①新勝

寺から近いこと，②大型観光パスの駐車場からも

近いこと，③土日は本IfIJーから幸lllTにかけて車両規

制を行うことなと¥立地条件と tliiJ度的条件で参詣

者が利用しやすい状況にあるためといえる
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本町

営業時間

ij号!百 i議m 地元容
1 旅館 江戸:JtI1 7:00 16:00 

2 旅館 江戸期 9・00 18・00

3 旅館 9・00 17・00

4 旅・飲 1950 10・00 16・00

5 欽食 江戸期 9:00 16:00 

6 飲食 江戸期 10:00 17:00 

7 飲食 江戸jJ;iJ 10:00 21目。。
8 欽食 1910 10:00 17:00 

9 飲食 1945頃 9:00 21:30 

10 飲会 1950 10・00 不定

11 飲食 1980 10:00 18:00 

12 土・雑 1970 9:45 17:00 

13 ::l二・雑 9:30 17:00 

14 土・食 1890 9・00 17:00 

15 ::lニ・食 1905 10・00 17・00

16 土・食 1912頃 9:30 17:00 

17 土・食 1980 9:00 15:30 

18 土・食 1980 9:00 17:00 

19 土・食 8:30 17:00 

20 土・食 10:00 17・00

21 薬局 江戸期 9:00 17・00

22 薬局 江戸)l;il 9:00 19・30

23 衣料品 江戸)l;i! 9:30 18:00 ー

注 1) rjj~' 飲」は旅館業と飲食業を兼業していることを示す

注2)rゴ二・雑」は雑貨を扱う土産物販売業， rニヒ-食jは食品を扱う土産物販売業を示す
注3)r -Jは不明であることを示し rc空白)Jは該当しないことを示す
注4)r客層jの「観光客jには，参拝客および参詣者を含む
注5)r客層Jの rOJは，主に利用する客層を示す
注6)r所有形態jのr1 Jは自己所有， r 2 Jは{昔:11血または借家であることを示す

( I謂きJi¥(り調査およびアンケート調査より作成)

仲町におけるF;5舗の構成と形態 (2009年)

幸子賂 !古舗改装

観光客外陣人 改装年 男11出

o 1976 老朽化

o 1985 食堂のFlHJ苫

O 明治，大正 業種変更

o985  旅館利用者の減少

O 

第 4

所有形態

土j也庖総

2 

2 

2 

1 

2 

1 

l 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

1952・197:3

1860・1984焼失・時代への対応 1 

1970・2005利用客への利便性の考厳 1
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3
i
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一
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i
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9

M

一

屯
aa
為

市

上

一

1
i

少しずつ改良

j派長官のj売業

空港平I]Hj客への対応

老干15ft二

内装の改装

車I!て椋え

1語句三

IYJ治末期

1981 

1976・1993

1991 

2007 

1980頃

一
O

一
O

O
一0
0

O

一

O

O
一
O

O
一0

0

0

0

0

O 

O 

O 

O 

O 

開業年塁走滋番号

貨J~519軒，サービス業 3 軒，その他 2 であった.

飲食j苫や土産物(食l忠1)販売庖などの観光客向け

の庖舗と，生活雑貨j苫などの地元客向け)苫舗が混

在していることが分かる

所有形態では.63.6%が自家で土地を所有し，

85.0%が自家でj苫舗を所有する.テナントは上町，

花11崎町と比較して少ない 土地の I~ 家所有率がや

や低いのは，新j勝寺が所有する土地が含まれるた

めである. 1985年は 2 花l崎町と上町の境界が変わったため

全体で66軒となった 銀行の来客者用の駐車場が

新たに設置され，車社会に対応した整備が行われ

た.依然として飲食庖，土産物(食販売)苫と

生活雑貨宿が多い.

19961j三は63IItf中，飲食J苫16軒，土産物(食品)

販売j苫15軒，土産物(雑貨)販売活4軒，薬局 I

軒，衣料品!苫4軒，食料品応211!=j=，生活雑貨!吉11軒，

サービス業2*f.駐車場3笛所，その他5~I子であ

1985年と比べて飲食庖が21l1tfから16軒に減少

それらは駐車場や土産物(食品)販売業，土

る

し，
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上町・幸町

1 )業種構成の変容

(1 )上町

!二rHTは町境の変更が度々行われ，第15[Z]では
1985年と1996年に花liI奇IIIJとの境が変わり.2009年

には幸IID-22)との境界が示されている

1970年は76朝:中，旅館1~汗，飲食応:20~ff，飲食

J~5 (夜間のみ) 1軒，土産物(食品)販売j苫19軒，

薬局 2~lf，衣料品j苫 4 軒，食料品百 5 軒，生活雑

JV-2 



産物(雑貨)販売業に業種変更したまた. 1985 錦は，土産物(食品)販売応3軒，土産物(雑貨)

年までには見られなかった土産物(雑貨)販売J;5 販売庖3軒，飲食届2軒，衣料品定l軒である.

が出現し，地元客を とする業種が減少した

駐車場は3ヵ所になり，薬師堂の向かいに大型の

市営駐車場が整備された

2009年5月現在の活舗数は58l肝で、ある 飲食活

15[1年，土産物(食品)販売応9~r干，土産物(雑貨)

販売庖81許，衣料品庖2軒，食料品庖3軒，生活

雑貨庖511汗，サービス業2軒，駐車場5筒所，建

設中 411汗，空j苫告ili3軒，その他2軒で構成されて

いる 土産物(食品)販売庖と生活雑貨庖が減少

し一方で土産物(雑貨)販売脂と駐車場が増加

した建設中の応部iはセットパック事業によるも

のである

上IUTでは. 1996年までは地元客向けの!苫舗が多

かったが， 2009年で、は最寄品j苫が減少し観光客

向けの庖舗がやや増えつつある

(2)幸町

幸町部分の)苫~iílì は 811fF中，飲食}苫 1 ~凡土産物

(食品)販売活311汗，土産物(雑貨)販売宿 31jI:l.

薬局 1IIFFである. 1996年時点までは地元客を対象

とした J;!:~告iHが多かったが， 2009年には食料品j苫，

生活貨庖のいずれもみられなくなった.一方で、

観光客を対象とした土産物販売j苫は食品j苫と雑貨

脂でともに増加した.昭和初期間業のサーゼス業

活は2009年まで形態を変えずに営業しているもの

の，現在幸11汀では観光客に特化した業種構成であ

ることが分かる.

2)現在のj高鱗形態

第5表に. 2009il三5月に行った開き取りおよび

アンケートの集計結果を示した 上11可と幸IIIJの建

設仁1=1・空き!苫告iIJ.駐車場を除く 56IIFFI=j:J421IFF(75.0%) 

から回答を得た.

最も古いj苫舗は江戸期の開業で2軒あり，いず

れも飲食応である 明治期から戦前に開業した自

舗は14軒あるが，戦後から1980年代までは少なく，

合わせて 5il汗である. 1990年代には411f干， 2000年

代には12illfが開請をした. 2000年以降に開業した!苫

営業時間は. 8時半以前に関!苫するj吉舗が5軒あ

るものの， 9時以降に開}苫するJ;'5舗が多い 飲食

店を除く j苫舗は9時から10時半にかけて関

る 飲食応の多くが11時から11時半にかけて間信

し昼食をとる参詣者を対象とする

関庖時間が16日寺半J.j、前の自舗は4 17時から

18時半までのj苫舗が25q汗， 191時から20時半のJd舗

が4軒，最も遅くに儒屈する庖舗は2211寺である

業種別にみると，土産物(食品)販売j苫，土産物(雑

貨)販売市の多くが18時半以前に，地元客向けの

j吉舗が19時半以前に，飲食庖の半数が20時から22

持に罰屈する.和食以外の飲食忠3軒は，いずれ

も20時から22Q寺にj羽}苫する

客層はばらつきがあるが，観光客は飲食癌，土

産物(食尽1)販売j吉，土産物(雑貨)販売賠，生

活雑貨j苫に，地元客は飲食J~，土産物(食品)販

売活，衣料品庖，生活雑貨j苫に，外国人は飲食底

に多く訪れる

改装を行った20llFFのうち 7軒がセットパック

を契機に改装した.

所有形態では， 82.8%が自家で、土地を所有し

85.7%が自家でj苫舗を所有する 土地， J;日rnとも

に所有しないJd舗は，土産物(雑貨)販売j吉と土

産物(食品)販売Jdにみられる

3)セットパック事業による業種の変容

1996年から行われているセットパック事業と

ファサード整備事業を契機に，上町の景観は変わ

りつつある. これらの事業は，景観だけでなく営

業形態にも影響を与えた 例えばCJ苫は戦前に開

業した飲食屈で，現在は70代の女性が経営する

通常は3名で営業するが，繁忙期には臨時のアル

バイトを雇って営業時開を延長するなど，消費者

のニーズに対応している.CJ苫の来客者の多くが

観光客で，成田空港の開港以降外国人も来客する

ようになった. CJ苫は現在まで業撞変更やj苫舗改

移転などは行っていない しかし，セットパッ

ク事業をきっかけに，業種変更と j古舘改装を行い，
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飲食

飲食

欽食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

欽食

飲食

飲食

飲食

二仁・雑

j:・雑

j二・~lÜ'

土・雑

土・雑

19 土・食 明治j草1

20 二i二・食 1872 

21 土・食 1880頃

22 こと・食 1912 9・00 17:00 

23 二・食 1970年代 9:00 17・00

24 土・食 1991 8:30 17・00

25 ::1二・食 2000 8:00 17:00 

26 土・食 2005 10・00 16:00 

27 土・食 2007 9・00 18:00 

28 衣料品 1916 9・30 18:30 

29 衣料，w， 1999 10:00 19:00 

30 衣料品 2004 10:00 17:00 

31 薬局 9:0o 17:30 

32 生活雑貨 大疋邦 10:00 18:00 

33 生活雑貨 1936 9:00 19:00 

34 生活雑貨 2004 9:00 18:30 

35 生活雑貨 2005 1~00 1~30 

36 生活雑貨 2007 9:30 17:30 0 

37 生活雑貨 一 7:30 19:30 0 

38 生活雑貨 一 一 O

39 食料品 昭和初期 10:00 17:00 0 

40 食料品 1940 9:00 17:30 0 1977 

41 サービス Il自和初期 9:00 18:00 0 0 0 1981 建て待え

42 サーどス 1930 9:00 18・00 0 2002 セットパック

注1)1二!こ・雑Jは雑貨を扱う土産物販売業，日I二・食」は食品を扱う土産物販売業を示す
注2)1-Jは不明であることを示し.r(空白)Jは該当しないことを示す
注3)1客層」の「観光客」には，参拝客および参詣者を含む.
注4)1客層」の rOJは，主に利用する客層を示す

j主5)1所有形態jの r1 Jは自己所有.r 2 Jは借地または借家であることを示す
( I聞き取り調査およびアンケート調査より作成)

第 5表 上自T.幸町におけるj苫舗の構成と形態 (2009年)

営業l時間 客j諮 脂綿改装

隣府間J百地元客観光客外国人 改装年 理由

11:00 17:00 0 1976 染被変SJ!

7:00 17:00 0 

10:30 17:00 0 0 

11:00 17:00 0 

11目00 22・00 0 

10:00 19:00 0 

10:00 22:00 0 

11:00 10:00 

11:00 20:00 

11:30 14:00 

11・00 17・00

10:30 20:30 

11:00 22目00

8:30 18:00 

10:00 16:30 

9・30 17・30

9:00 17・00

所有}形í~

二i二J:til 1，1;'純

セットノ〈ック

1972 

2007 

O 

0

0

0

0

 

0

0

0

 
O O 

O 

開業年

江戸Wl
大正期

1845 

1930 

1933 

1965 

1966 

1996 

1999 

2001 

2003 

業種番号

業積変!ir':

セットノくック

2003 

1996 

0

0

0
一O

一

倉成をj百合~jに拡大

セットノくック

1994 

2005 

O 

O 

O 

O 

1948 

1989 

2007 

2008 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

一
4

5

6

7

1
i

叶

i

1

i

可

i
一

咋

i

1

i

可
i

1

i

2 2 

9 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

1

i

1

i

1

4

1

1

1

1

1

i

1

i

ヮ
“
内
A

-t:ットノくック

1

i

1

4

一
1
i
t
i

t

i

l

l

-

-

1

1

2

2

 

1

1

一
1

1

セットパック

セットパック

建て{会え

主l!て終え

2004 

2008 

1968 

不IYI

2000 

2008 

1994 

2004 

2004 

O 

O 

O 

O 

0

0

0

0

0

0
一
O

O 

O 

O 

O 

0

0
一0
0

O 

O 

16:30 

18:00 

10:00 

10目。。

整備w、外にも!苫舗の改装や業種形態の転換を行う
契機になっているといえよう

ウ

iつム

景観の

50代の患、子に世代交代をする予定である

このように上U!Tのセットバック事業は，



]V-3 花崎町

1 )業種構成の変容

1970年は5211汗仁1=1，旅館 1j肝，飲食脂8軒，飲食

)苫(夜間のみ) 1軒，土産物(食品)販売庖6軒，

衣料品j吉4軒，地元客向けの食苫8軒，生活

雑貨庖1611守，サービス業7~[干，駐車場 1 i:笥所が立

地している地元客向けの生活雑貨)苫が最も多く，

全体の31.4%を占める w また，八百屋や魚屋をは

じめとする食科品応も多く，地元客向けの応舗は

全体の68.6%を占める.飲食j吉は昼食を中心とす

る)苫舗が多く，夜間営業の飲食j苫は l軒のみであ

る. )苫詣Ii以外には成田警察署，金融機関や病院が

立地し商応街としての機能を有していたことが

分かる

1985年では fHJ:境変更により上IIITに含まれてい

た5軒が花jll奇)lITに編入された. また， 1977年に加

良部地区に移転した成田警察署跡地に，欽食)苫が

3111f立地した地元客向けの生活雑貨j苫と食料品

市が 1つの市営!駐きになり，広告ili数は54軒と

なった. 1970年に8軒に過ぎなかった飲食庖(昼

間)は141!FFに増え，花111奇IHT商j苫街の業種で生活雑

貨);5に次ぐj苫寄り数になった しかし，依然として

地元客向けの)苫舗が諮庖街の半分を占めていた

1996年にはJ二IIIJとのIIIT境が再び変更され， 4朝:

が花111奇IUT~こ編入された 5811汗仁下l飲食j苫1311汗，飲食

Ji5 (夜11丹のみ) 1 ，土産物(食品)販売j苫1111Ff ， 

衣料品自4!1FF，地元客向けの食料品j苫311if，生活

雑貨j古1611汗，サーピス業が71!FF，日:司王j揚21盟問?で

ある. 1985年と1996年では業種の変化はあまり見

られないが，地元客向けの応~i!ìが2411汗から 191IFI二に

減少した 一方で観光客向けの土産物を販売する

広告iIJは， 61![lから1111汗に増加した.飲食j苫と生活

雑貨自がlつの市営i駐車場になった

2009年5月現在は57IIIf'=I='，飲食JilD2軒，飲食j苫

(夜間のみ) 7 ，土産物(食品)販売J苫1011汗，

土産物(雑貨)販売j苫1[1汗，衣料品Ji52軒，地元

客向け食料品Ji511lil，生活雑貨j古1111汗，サービス

6Ilif，駐車場2笛所，建設中のJ古舘2軒，空庖

31IFI:である.地元客向けの食料品j苫は減少を続

け，現在では 1IIFfのみである.一方で1996年に増

加した土産物販売庖は2009年でも増加し全体の

22%を占める.夜間営業の飲食rnは， 1996年まで
はl軒であったが， 2009年には7qi:lことなった. こ

れらの飲食賠は， 1996年まで地元客向けの食料品

庖や昼間の飲食屈であった 大型屈の開業による

地元客の減少や成田駅からの近接性などの

で，夜間営業の飲食業への業種変更が進行してい

る

花111奇IHTでは， 1985年時点までは地元客向けj苫舗

が6割以上あったが， 1996年には観光客向けの商

舗数が地元客向け庖舗数を上田り， 2009年現在は

60.0%が観光客向けの庖舗である

2)現在の庖舗形態

2009年 5 月，花11I奇 i可表参道の活~ii1l 5011汗を対象に

liTJき取り調査及びアンケート調査を実施し， 3711ザ

(74.0%)の回答を得た(第6表) 花Ih奇IIITで最も

開業年代の古い広告mは明治期の開業である 地元

客向けの生活雑貨届の開業は1910から1950年代に

多く，飲食mの開業は1970年代以降に多い
は，土産物販売応や生活雑貨J苫と飲食

いがみられる.前者は，午前中に I'j{~屈し

午後8時には営業を終了するのに対し後者は午

後 8 時~j、|昨も している. また，午後31時以降

に開!苫する夜間営業中心の飲食自が6軒ある.こ

れらの飲食屈の多くは1990年代後半から2000年以

降に開業している

花11崎町のj苫舗を利用する主な客層は地元客であ

る.漬物やせんぺいなどの土産物(食品)販売屈

でも地元客の利用が多い.主な客j習が観光客であ

るj苫舗は5軒にすぎないー一方で、， 1日l奇11IJには外

国人の利用が多い)苫舗がみられる.外白人の多く

は成田空港を発着する航空機のクルーで，成田に

宿泊する場合に花11崎町の飲食!苫を利用する.外国

人の利用が多い庖舗では，英語で書かれた看板や

メニューを使用している

花崎U1Tのj苫舗では，応錦と自宅を兼ねる形態が
多く，全体の半分を占める.これらの菌剤iは開業

年代も古い. しかし，近年ではテナントが増加し

ている.この土地や建物の所有者は， Ji5舗の経営
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花1I1奇町における庖舗の構成と形態 (2009年)

幸子j隠

観光客

客席数地j)IJ

業ffii変更

老朽化

老朽化

セットノ〈ック

セットノ《ック

老朽化

セットパック2009 

営業時間

関J8 閉j苫地元9C

9:∞ 19:00 0 
11:00 20:00 0 

1l:30 22:00 0 

11:00 20:30 

16:00 2:00 

17:00 24:00 

17:00 1:00 

11:00 10:00 

11:30 22:00 

17:00 0:00 

10:00 18:00 

15:00 23:00 

17:00 23・00

8:30 18:00 

9・00 18:00 

10・00 18:00 

10:00 17:00 

9:00 15:00 

9:00不定時

8:30 18:00 

8:00 20:00 

9:00 19・00

9:00 18・30

9:30 18:30 

8:45 18:30 

8:30 19:00 

9:30 19:00 

9:30 18:30 

9:30 18:30 

7=30 17=30 

10:30 20・30

9:00 17=00 

9:00 18:30 

9:00 19:00 

9:00 18:30 

8:30 17=30 

8:30 20:00 

活締改装

改装勾三 1翠 l:j~

1961 老朽化

1971 老桁化

外国人

第6表

j潟築年

1909 

1953 

1978 

1982 

1999 

1999 

2000 

2004 

2006 

2009 

2008 

rYit合JJ}1

1!Fl1台均j

I~月治WJ

1930 

1952 

1953 

2005 

2008 

1985 

1963 

2000 

楽部l!f!芝

2008 

1976 

1996 

2008 

1973 

0

0
一
0

0

O 

0

0

0

0

0
一O
一0
0

1938 

1940 

1951 

業種

飲食

飲食

欽食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

飲食

j二・キm

j二'食

土・食

土・食

土・ 1ミ

オ:・食

主・食

土・食

土・食

衣料品

衣料品

生活~~t食

生活問雑貨

生活幸ft災

生活雑貨

生活雑貨

生活雑貨

生活雑貨

生活雑貨

生活雑貨

生活雑貨

食料品

サービス

サービス

0

0

0

 

O 

O 

番号

0

1

2

3

一

4
一

5

6

7

8

9

0

1

2

一

3

4
一

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

7

呈

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

一
1
一
1

1

1

1

1

2

2

2

一
2

2
一
2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

一
3
一
3

3

O 

O 

O 

0

0

0

0

0

 
O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

1938 

1973 

1努f合WJ

1915 

1922 

1927 

1948 

1950 

1955 

1989 

注1)1土・雑Jは雑貨を扱う土産物販売業土・食Jは食品を扱う土産物販売業を示す
注2)1-Jは不明であることを示し， I(空白)J は該当しないことを示す
注3)1客層」の「観光客jには，参拝客および参詣者を含む
注4)1客層」の IOJは，主に利用する客層を示す
注5)1所有形態」の 11Jは自己所有. 12 Jは借地または借家であることを示す

(聞き取り調査およびアンケート調査より作成)

セットバック2008 

3)セットパックによる業種の変容

花1I1奇IIITでは2005年から段階的にセットパックが

進められ，セットバックを契機にj吉舗の改装も行

われている.現在のところ七ットバックに伴って

業種が変化したj苫舗はないが，セットバックを契

機に地元客向けの生活雑貨応から飲食庖への開業

-29-

者であった場合が多く，廃業後にテナントとして

貸している.テナントは1990年代以降の開業で，

その多くが飲食);5で、ある.土地，宿舗ともに自家

で所有するj苫舗は69.4%で，活舗の自家所有率は

やや 11lT. J二IIIJと比較して低い.



を予定しているj苫舗もある.業種が変わると. J苫 みられるようになる

舗の営業時間も変わる場合がある 生活雑貨庖や

土産物販売rtfは午前9時頃から午後6時頃までが
営業時間であるのに対して，飲食j苫は午前日時頃

にIJ持活し午後lQfl寺.L)降も営業する 飲食倍には，

午後4時以降にIWl屈し夜間の営業が中心の庖舗

もある.前者と後者では営業時間に違いがある

まちづくりを先導するD氏およびE氏は，生活雑

貨庖や土産物販売応と飲食j古の営業時間に違いが

商j苫街の統一性を乱すことを懸念している

V 新勝寺表参道におけるまちづくりと商業空間

の変容

V-1 表参道における賄業空間の変容過程

新勝寺表参道を構成する各部I会にお

ける業種変選と街づくりとのかかわりを検討して

きた 以上を踏まえて新勝寺表参道における商業

空間の変容過程を示したものが第161Zlである

表参道の変容を時期区分すると，次の5期に分

けることができる

1 )門前町の成立期

18-1世紀J-j、降，新勝寺の発展に{半い，新~J勝寺に近

接した本IIIJや1'IIIIITを中心に門前町が成立した

2)中心街活街期

明治期以降，鉄道の開通により東京からの弓帰

りが可能となったことで参詣客が増加し，成田駅

4)商j吉街の1ft迷期

1980年代以降，大規模小売j苫が門前IllTを取り巻

くように開設した.さらに1978年の成田空港の開

設によって表参道沿いのj苫舗の後継者が空港関連

産業に就職し表参道では寅lill品を扱う市舗とく

に新勝寺と成田!択の中間に位置する上IllTで、の廃業

が相次いだー

(年代)

1700 

1800 

1900 

1960 

1970 

1980 

と新j勝寺を結ぶ花111f.fIIQ"や上IUJvこも門前向。が拡大し 1990 

た.上 11可や花111奇IIIJには参詣客向けの)苫錦の他に地

域住民向けのj苫舗が展開し明治期から1960年代

にかけて成田の となった.

3)業種分化期

しかし鉄道の開業による参詣客の日帰り化は

門前IUJの旅館の衰退を招いた. さらに個人での参

2000 

表参道を取り巻くよ廷闘

詣が可能となったことで講社数も次第に減少し 仁二コ表参道lこ関する刺

IU1ーごとに表参道らしい鉄観
が整備される

表参道における変容の
11寺j~lIg:分

旅館の衰退はより加速した 1960年代以降とくに 第16悶新JJ券寺表参道における

旅館から飲食桔への業種変更や土産物庖の増加が 商業空間の変容過程

-30-



5)まちづくりによる門前田Tの再編賠

高j苫街の維持に危機感を抱いた経営者は，商

j苫街の維持のためまちづくりに着手した.上IEJ

では飲食活経営者が19901:1三に街づくり協議会を

組織し周辺の);5舘や行敢にまちづくりへの協力

を呼びかけた.街づくり事業が目指したものは表

参道沿いの外観の整備である 2000年から2003年

にかけての電総類地中化事業， 1996年からのセッ

トバック事業およびファサード整備事業によって

整備された表参道は参詣客や買い物客に印象がよ

く，隣接する111]1可や花1I1計百へも拡大した仲間Iで

は1996年からの伝統的建築物等修景事業によって

伝統的な建造物が維持され 花崎町ーでは成田駅と

市)11閤十郎を意識したまちづくりが行われてい

る セットバック事業の進捗は応舗の業種変化の

契機になっており，廃業した忠告!日のテナント化も

見られるようになった

まちづくりには，行政の支援も重要な役割を

担っている.成田市は1987:1'1三から門前町の景観整

備に取り組み，電線類地中化事業，セットパック

ファサード整備事業に対して各町の街づく

り協議会に助成を行ってきた.事業開始当初は成

田市の予算から事業費を捻出していたため実施内

容に制限があったが，国土交通審の「まちづくり

交付金jの対象になったことでまちづくりはさら

に進行している

門前町ーにおいて，空自錦や空地はみられず¥成

田駅から新Jj券寺まで連続した商業空間を形成して

いる

V-2 街づくり事業による蕗業空間の変化

改めて表参道の変容の過程を備!散すると， 1990 

年以降の街づくり事業による変化は，江戸時代か

らの表参道の歴史のなかで変化の一時点に過ぎな

いことに気づく. しかしこれまでは，幕末の世ー情

不安，明治期以降の鉄道の敷設，大戦による lit情

不安とその後の高度経済成長， 1960年代後半から

のモータリゼーションの進展， 1980年代以降の大

型商の増加など， 日本全体の社会・経済的な側面

と関わりながらの変化であったが， 1990年以降は，

行政の支援のもとに指づくり事業として行われた

ことにより，成田独自の変化を遂げた点で大きく

異なる.1990年代以降とそれまでの変化の柏異は，

具体的には，以下の3点が挙げられる ①とくに

上IllTや花IU奇lllJは，経営者の能動的な意志、による自

害rli改装，業種変更ではないこと，②1I町村会単位で

に景観が変わること，③改めて「自分たちの

町らしさ」を考えるきっかけとなったことである.

①は，セットパック事業を機に選択に迫られた

ケースが多いーまちづくりが行われなければ活舗

改装や業種変更を行わなかった可能性のあるj苫舗

も存在する.テナントも同様に，セットパック

業がきっかけとなった剖がある. これらを踏まえ

ると，個々の経営者が客のニーズに合わせて);5~ilì

改装や業種変更を選択してきた形態とは性格が異

なか商業空間の変容を捉えるうえで重要で、ある

一方で，七ットノてックに賛同していない経営者の

存在も看過できない セットバック事業に賛同し

ていない経営者は，地元客向けの広告iIlを営む者に

多い これは新勝寺の門前IIITあるいは表参道とし

ての意識より，南市街としての意識が強いためと

忠われる

②は，ファサード整備事業によるものである

ファサード整備事業によって造り出された

は，白壁か黒壁に和瓦を敷き，和風看板を設置し

た忠告iliである.ファサード整備事業では，和風で

あることの指定にとどまり，特定の景観年代を志

向したわけではない. しかし行政側と住民との

関で新勝寺の門前町ーらしさとして選ばれた景観で、

ありお街づくり事業の一環として一斉に施され

ている.このようにして類似した庖舗が林立する

こととなり，表参道を構成する景観の大部分を彩

る.訪れる客は，この忠告iIi群が構成する景観を新

勝寺の表参道の景観とみなし，新勝寺の表参道に

いることを実感する.経営者の意思にかかわらず，

一斉に類似した庖舗景観に再編された点は，街づ

くり事業がもたらした影響といえる

③は，街づくり事業はIIIJ単位で行うため， !部庖

会を母体に新たに街づくり協議会を設立するなど

して町のまとまりを強化させ，改めて「自分たち

1
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のi可らしさ」を考える場を提供した.上町のB氏

が街づくり事業の開始にあたって町内の全日舗に

赴き理解と協力を求めた点や，花111奇町でアンケー

ト調査を行ってまちづくりの方針を決めた点など

にみてとれる.この結果，仲間7は成立時期も吉く，

近世後期から明治期以来の建物も存在することか

ら，まちづくりでも「伝統」を守る姿勢をとった

上町は1970年代以降の高j苫街の低迷に直面した経

験から，客のために空間を整備する姿勢をとった.

セットパックは客が歩きやすくするための道路拡

幅であり，ブアサード整備は客が門前町'らしさを

るための整備である.花1'1奇!IlJは，上jl可の景

観整備に倣いつつも， さらに 11う前IIITらしさの演出

としてiliJllI盟十郎と新勝寺とのつながりを前面に

1'qlし出してし 3る

仲Il!Jの姿勢は， .J二rllT.花111奇IllJと比較すると消極

的ではあるが，新)J券寺への近接性から正月や新1]券

寺の行事の|吸および成田市のイベントn寺に集客

が見込めるためである.花111奇I!lTli，地元客向けや

外由人容向けに特化するなかで， レクレーション

センター加としての新勝寺をうまく活かして1'11

)111璽トト郎を;:1れ=たまちづくりを行っている点が注

目できる. 3つのIJ町が造り出した景観に差異はあ

るが，一方で，藤本(1970)の指摘する「地元住

民より外来者すなわち参詣者に対する機能を優先

させjることには成功したといえる

なお，成田空港の I~:~設も間接的に表参道の商業

の再編の要因となり，現在では外国人向けの

伍舗を含めて表参道の景観が構成されている

V-3 表参道の一体感と各町の独自性

新)J券寺の表参道を一体のものと捉えれば，

空間の変容過程は第161盟に示した5つの時期に分

類することができる しかし11庁ごとの性格を踏ま

えると，本質的には変化していない部分がみえて

くる.そもそも 31可は新勝寺や成田駅からの距離

によって対象とする客が異なっていた.新IJ券寺に

近いイrlllll]ーでは参詣・観光客向け，成田駅に近接す

る花111奇IIITでは駅前型の地元客向け，中間}申

る上111Tで、は参詣-観光客向けと地元客向けのj吉守iIi

が混在した商業空間を形成している 表参道を取

り巻く環境の変化とともに，客のニーズに対応し

て業種を変えてはきたが対象とする客は灯の成

立時から基本的には変化していない

各町の対象とする客の違いは，成立要Itlに起因

する.イiドIllTは新勝寺との近接性から，来li-勝寺への

参詣-観光客の増加とともに発展した上[1汀や花

111奇110・にも参詣・観光客向けの詰舗が開業するもの

の，商応街として発展するのは鉄道の敷設以降で

ある.すでに仲町が新勝寺の門前町としても蕗庖

街としての機能も有していたため，後発の上IllTと

花崎町には門前町占を維持するための業種や，門前

IllTの住民のための業種が展開した 坂口(1991)

が示した f明治40年頃の私鉄成田駅前より門前通

り迄の!IlJ並一覧表jに，上IIOーには病院，呉服庖，

i奇問屋，時計応，白米!吉なと¥花1I1奇11汀には逆送業，

燃料j苫，理髪j苫，写真}苫，銀行などが立地する点

からも克ることができる. また，明治期以前は上a

町と花111奇111]'で台ru]ーという lつの町を形成していた

こと，高齢の住民が現在も低地にある仲IIIT，本日1]'，

巴11日¥東lllTを iTIUTJと称し，坂の上にある

上町，花111奇町を f台」と称していること， 1910:'9三

代に新勝寺と成田駅間に鉄道が敷かれる捺に下IlIT
と台とで対立したことは重要である すなわち表

参道において， J二期aと花111奇IIlTの結びつき，仲間Iと

の相違が街づくり事業以前から既に存在していた

ことになる.さらに 町としてのまとまりの強さ

と他の町への対抗意識は 祇園祭にもみることが

できる.対抗意識は，自分の町の11J車や屋台への

誇りにも表れる 111車か屋台かの違い様子の違

いの他に，それぞれが記る人形も異なる.祇園祭

は新)j券寺の祇j語会とi可Ij寺季に行うものの，本来は

別のものであり，新勝寺へ奉納するためのもので

はないことから，対抗意識が生じたものと思われ

る

こうした!町内での結びつきとIITfl時の関係は既に

内在していたが，街づくり事業を契機に改めて認

識されることとなり， Il!T内の結びつきを強化させ

た.その結果，商業空間を再編するにあたって景

観の差異を生んだ 約1kmのlつの通りのうち
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にも個々の経営者ごとにそれを集約する町ごと

に表参道としての立場や考え方が入り混じってい

ることを表している. しかし， まちづくりの完

成が表参道の最終形に到達したことを示すわけで

はない 今後も新勝寺と成田駅には参詣・観光客

や地元客が訪れ，成田駅と新勝寺を繋ぐ門前町の

商業空間は今後も再編され，存続していくであろ

う.そのi際，経営者ごとfIITごとの事情を考慮:し
つつも，町内のみならず表参道としての一体!惑を

強化させていくことが重要と患われる

M おわりに

本稿では，成田山新Jl券寺門前町の表参道におけ

る高j苫の業種変遷に焦点をあて，表参道で現在進

行している景観整備事業とのかかわりを通して新

勝寺門前町ーにおける商業空間の変容を検討してき

た 本研究で明らかになった知見は以下のとおり

である，

成田市のヰl心市街地の形成は新勝寺の表参道を

核とする門前11百を起源としている 門前i可の変容

過程を5f誌に区分することが可能である. 18-1並紀

初頭にはじまった成133rJ-J 開11援と江戸歌舞伎-市)11

国十郎による信仰の流布もあいまって，成田山の

不動信仰は急速に江戸庶民に浸透し 18世紀には

新勝寺に近い本fIITや仲IIlJを 1=ド心とする 1'11]前l町が成

立した(門前町ーの成立期)

明治期以降，鉄道絡の敷設により東京からの日

帰りが可能となった新勝寺は参詣者が増加し成

田駅と新勝寺の途上に位置する花111奇町や上町にも

参詣者向けのj苫舗が立ち放ぶ表参道となり， 1960 

年代にかけて中心商j苫街としてにぎわった(中心

商j副長期). この時期には，参詣客や観光客にとっ

て鉄道が成田山への主要な交通手段となり，新勝

寺門前付近，成問駅前j習辺，および釈と新JJ券寺を

結ぶ参道沿いに門前!可が拡大し観光・参拝客向

けの飲食店や土産物応などが増加した門前町の

やIJ張とともに，理髪f苫や11寺計j苫，銀行や病続など

地元住民を対象とするサービス業も展開し門前

町とともに仁ド心商j苫街としての機能が強化された

時期であった

しかしながら交通利便性のi丸上による観光・参

拝者の日嬬り化の進展に加え，講社による集団参

拝から個人参拝へという参拝様式の変化，モータ

リゼーションの進行に伴う動線の分激化などを婆

医!として，新!勝寺j笥辺の旅館は廃業もしくは飲食

陪・土産物自への業種転換を余儀なくされること

となった(業種分化期) このような業種転換の

動きはj苫舗の位置によっても異なる 新勝寺門前

に近いf中町では観光・参拝者向けに特化した飲食・

物販系の市部jへの転換が進んだのに対して，成田

駅に近い花1I1奇lilTでは，地元客を対象としたj苫舗へ

の転換がなされた.一方で、 そのI二1=1間にあたる上

IIITでは，空!苫告iIiも発生し一部でシャッター街化

もみられた.

こうした業種転換の動きは， 1978年の成田空港

開港や1980年代以降の成田市周辺地域におけーる大

型j苫の開設なととの外部要因によっても促進され

た.空港開設により，成田市周辺地域には空港関

連産業が数多く進出し就業機会が飛線的に増大

した 表参道に位置する商市街では，後継者!主代

の空港関連産業への就労が進み，後継者を失った

j苫舗のなかには廃業を選択するものも少なくな

かった. また大2!~!J苫の進出により，地元異物客の

購買行動も大きく変化した駐車場の確保が難し

い表参道では，モータリゼーションへの対-応は限

定的であり，翼団品を扱う忠告mは業種転換・廃業

を余儀なくされていった(商活街の転換期)

1990年代になると，こうした商宿街の状況に危

機感をもった経営者を中心として，まちづくり協

議会が組織され，行政とともに街づくり事業が遊

行された(街づくりによる門前11汀の再編期)• 街

づくり事業が当初目指したものは，表参道沿いの

ハード面の整備である. 1996:'f:l三から始まったセッ

トバック事業およびファサード整備事業による外

観の整備は， 2000年以降，電線類の地 I~::J化事業に

接合され，表参道としての景観の修景・創造が進

められたこれらの景観整備にかかわる街づくり

の事業の先導的役割を果たしたのは上IllJである

新勝寺と成田駅の中間に位置する上11ITは，イ111町や
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花ilI奇!日Iと比べて通過交通量が少なく，商j吉会とし

ての危機意識がもっとも強い地区であった セッ

トパック事業やファサード整備事業には反対する

結舗もあったが， 2009年時点で約9割のj苔舗で両

は完了している.この結果，歩道は拡幅さ

れ，表参道としての景観が整備された来訪者の

評判もよく，国土交通省による都市景観大賞を受

賞 (2005年)するなど，上町のハード商でのまち

づくりは着実に成果を収めつつあるといえる

上IllTに追随する形で 花111奇rllTでも1998年に街づ

くり協議会が組織され 電線類地仁村七事業を契機

に，現在セットパック事業とファサード整備事業

が進行中である これに対し，新勝寺門前に近い

仲IIfTでは，ハード部でのまちづくり

化など限定的で、あり，一方で門前IIfTとして先祖か

ら長されてきた“{云統"や の継承を理

念とするソフト酪でのまちづくりへの志向性がみ

られる.木造3階建の重層なi日旅館をはじめ伝統

を意識させる建物が残り，こうした伝統的な景観

を有する門iIIIIIITとしての仲町のプライドは， とり

わけ祇翻祭において発陣される.先祖から受け継

いだを後代に継承し IIITの精神やプライドを

次世代に継承していこうとする意識は明瞭であ

る

このようにまちづくりの方向性は， I司じ表参道

であっても各IIJJ会によって異なるが，本研究で対

象とした成田市の中心市街地は，門前IIIT的な機能

を残す1l1Tとして， また i如~~~街として藷業・サーピ

ス業が機能し，中心市街地の空洞化が進行してい

ない地底であると考えられる.このことは何より

も，講社による出体参拝は減少したものの，成田

山新H券寺が有数の観光・参拝者をひきつける

であり，モータリゼーションが進展した現在にお

いても，表参道の歩行者通行量が多いことが要因

である 同時に空港建設を契機として，成田市お

よび周辺地域には巨大なインフラ整備に投資がな

され，それらが豊かな雇用機会を創出し，

50~100キロ箆l に位置する地方中心都市として，

恵まれた社会・経済的状況にあることも指摘され

よう

しかしながら新勝寺表参道の商業空間としての

性格は，こうした外部環境に依存することによっ

て成立-変容を遂げてきたものではない.そこに

は絶えず商業地域としての存続に対する危機感が

底流にあり，内発的・自発的なまちづくりの取り

組みがなされることにより 業種転換ーを留りなが

ら，時代の変化に対応し商業空間を維持してき

たのである

第ーには新勝寺や行政との協業の成功で、ある

新勝寺は江戸支)jから内部に信徒用の福泊施設や飲

食施設をもたなかったが このことは門前11汀の成

立には非常に重要な要因であった.参拝者は門前

町で宿泊・飲食・購買を行うことにより IHJは経

済的に潤った.他方，新勝寺の1WJでも門前町の発

展は互恵的な関係にあった. 正月 -5月-9月(正

五九)に参拝者が集中する新勝寺の場合， これ以

外の閑散期における観光-参拝者の増加は望まし

く，表参道の旅館組合が主体となって設立された

成田市観光協会は，新勝寺の参拝閑散期にイベン

トを開催し，集客の通年化を留るなどの集客の取

り組みを行っている.門前 118-自体に訪問目 i均があ

る観光客もおり，こうした客が新勝寺に参詣する

ことから，表参道の商j吉会と新勝寺は互恵的な関

係にあるといえよう

JJ~在の成田市はニュータウン地区を含めて 12万

を超える人口規模であるが，表参道を核とする!日

成田IIlJの市街地がその中心にある.行政は街づく

り事業を骨子とする当該地亙の景観整備事業をサ

ポートし，この地区を成田市 1=/コ心部の顔として市

街地の空洞化を防ぐ助力を行っている.景観の整

備は観光効果と相乗して地区住民に表参道として

の一体感や地元意識を醸成する因子としても機能

している.

第二には，こうした持代の変化に対し，各町が

独自に， またある意味で対抗的にまちづくりを進

めてきた点も指摘される.上自J-花111奇lTIJで進捗し

たセットパック事業は，個々の経営者の判断では

なく，いわば町会が厳しい経済状況のなかで判断

して進められたものである.セットパック事業と

ファサード整備事業により，個々の経営者はj吉舗
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改装を余儀なくされ，そのi祭，

も含めた経営判断を求められた. こうした事業に

は当然のことながら.反対者も存在するものの.

景観整備を通して， r自分たちの町らしさは何かj
という成田市中心市街地のいわば，“場所の精神"

の構築が図られることとなった. こうした一連の

動きは，仲町と上11汀・花i崎町では必ずしもi司ーで

を はなく.むしろ各町会は祇i詔祭時にみられるよう

な対抗的な意識を有している しかしながら表参

道地区として，ハード事業としての街づくりが議

論され，徐々に展開していく iやで.伝統が再帰的

に意識され，商!苫街の景観は門前lilT，表参道とし

ての表象が強化されることになったといえる

本稿を作成するにあたり，成田市役所，成田商工会議所.成III-IC!i観光協会の皆様.およびJocl王ILLJ新j捧

寺信捷部長接i崎義則様，成田山霊光館総務課長小倉 i専掠には大変お Ijti11~ になりました. また。本IUT.

{111 IIlJ¥]二l可，花111奇IHT1区，花111奇Il汀2区の街づくり協議会の会長株および振興組合の組合長様守間居会の

会長様には，ご多忙11::1にも関わらず毅重なお話を賜 IJました. さらに，表参道沿し百の商 J;l~・主の皆さまには.

アンケートおよび聞き取り調査にご協力いただきました.添付の土地平IJ!lJI;;{1の作成は，筑波大学技荊職

員の宮坂和人技官に依頼しました 記して深く感謝申し上げます また本1iJ1ザピを遂行するに当たり.科

学研究費基盤研究 (A) 19202027 (研究代表者 Ifli本 !羽). I司基盤研究 (C)20520677 (研究代表者:松井

圭介)， 1司特別j研究員奨励費21701(研究代表者橋本暁子)の一部を利用した

本稿の骨子は，人文地理学会2009年大会(於名古屋大学)において報告した

[注}

1 )佐藤(1988)によれば.近!日:の成j到、:J-で、は1778(安永7)年から1845(弘化2)年にかけて芸能興

行が行われ，!?中|長とともに人寄せの機能を果たした

2 )成田山と市]11家とのつながりについては，木村 (2005: 2006 : 2007)に詳しい

3)白土(1973)によれば. J五日1鉄道敷設は外部資本によるところが大きく，参詣容のみならず貨物ili命

送も罰的としていた

4 )これらは深)11における江戸出1m帳の担い手であったという

5 )浅草十誹はその後衰退し，内IlilI五講および内l部十六識は本山へ参拝するようになった(篠崎，

2003) 

6) 1845 (弘化2)年の「諮|語講11=1記jを元に，近世から近代初期の講社の実態を明らかにした小倉 (2005)

によれば，幕末の動乱や明治維新など世情不穏から， 1866年(慶応2)年から1870(明治3)年に

かけて最も多く講和:が結成された

7 )代参とは，批話人などの代表者がj加盟iJJ

2005) 

して，諮員の分の護摩札を受け取ることである(小倉，

8)奉賛会は， 1968年に本堂を建て替える 11寺の資金集めを自的に組織された.本堂完成後は地域の支部

としての講組織となっている

9 )ここには，存在はするものの活動は休止1=1::]の休講も含まれる

10)寺の住職(fl多業した人)が務める 宗派は真言宗でなくてもよい.

11)堂ごもりをした人で，一般の職業に就いている場合が多い.

12)なお，成l王l山和勝寺史料集編纂委員会編 (2008)は，新勝寺境内と縁故地の奉納碑・記念碑および

仏像類の銘文についてまとめたものである.講社および奉納者の詳細な分布，属性，年代などを分

析することができる貴重な資料である

13)成田山仏教図書館には定宿記が所蔵されており，特定の識が参拝11寺に通るルートと利用する定宿が

分かる

14)成田の表参道における外国人観光客の受け入れ体制を扱ったものに，大木 (2006)の研究がある
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15)それぞれの収容台数は，成田市営第一j駐車場47台，第二駐車場23台，第三駐車場14台である.これらは，

もともと脂綿であったが土地を手放す際に成田市が買い上げた

16)旅館組合のj引本となったのは参光協会で，宿泊客の減少を食い止めるため1932(紹和7)年に設立

された(成田市史編さん委員会編. 1982. p688) 

17)祇園祭の中心となるのは各fflJの20歳代から40歳代の若者で，町ごとに祇園祭のための若者の組織「若

者連jがある.そのリーダーは「若者頭」と呼ばれ，御輿. LLl車，屋台のffiJに乗り音頭をとる.若

者頭になることは名誉なことであり，その年の若者頭に選ばれたj苫舗では祇間祭時に垂れ幕を掲げ

る

18)成田市史編さん委員会編(1982)では，回IIlJ¥幸IllJ.閤護台，土屋が山車で、はなく屋台であることから，

山車かj屋台かによる1'13J主はないものと考えられる.なお，祇i重|祭の詳細Ilについては成田市史編さん

委員会編(1982)に詳しい，

19)近世から出!?再販や参詣の講社によって江戸との結びつきが強かったことに由来するという(成田市

史編さん委員会編. 1982. p703). 

20)例えば仲IIIJでは現在. 111 111は成田観光館に祭の写真や資料と共に常設で展示されているが• 1989i1三

に観光館ができるまでは ~8刊の各家々のj誌に分担して保管され，祭の前に 118'内の人々が集まりそれ

らをおlみ立てていた

21) FEEL 成田ホームページ http://www.nrtk.jp/(最終閲覧日:2009年111".124日)

22)幸II!Tは，江戸Jijjには現在の上11IJの一部であったが，すでに明治期には横IHJーとして分離して存在した.

平111]"の名称になるのは1974年のことである. しかし. 1970年の動態図には棋111]¥1985年と1996年の

住宅地lZlには幸118'の境界が明確に示されていない

23) もちろん，福田 (1996)が指摘するように，こうして形成された景観は地域住民と行政の意志が絡

み合って創造されたものである. ファサード整備のみならず，街づくり事業全体を通して住民にとっ

てのアイデンティティーが表出されたといえる

24) 藤本(1970) は，成田のように大都市闘に位置する 1:11]前 IUJ!;t. 参詣者にとっては門前 111]'であるが，者I~

ili域住民にとっては宗教都市はレクレーションセンターでもあるため，その両方の機能を果たすこ

とにIHJfliJlIIJ・の存在意義と発達があるとしている
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第17図 明治期の長谷川呉服市
( [主!書刊行会編 (986) より転載)

第18図 i明治期の大野家旅館
(図書刊行会編 (986)よi')転載)

第19図 明治期の三橋薬局
(図書刊行会編 (986) より転載)

第20!Zl 明治期の木内薬局
(1主l書刊行会編(1986) より転載)

6 現在の長谷川呉
(2008iVlOrJ 橋本jjì~影)

7 現在の大野家旅館安保全建物)
(2008年頃大lllJ'卓三氏樹影)

8 現在の三橋薬局(重要保全建物)
(2009:i'V 5月橋本撮影)

9 現在の木内薬局(重要保全建物)
(2009年5月橋本蝿影)
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(町名(J苫名)

成田市新勝寺門前町の高業環境に関するアンケート誤査

筑波大学大学院 生命環境科学研究科 人文地理学研究クツレーフ。

教員 田林 i男・山下清海・松井圭介・井口梓

大学院生 橋本暁子・驚藤議吉]・亀)11星二
西国あゆみ・津田憲吾

ご記入いただいた内容は、学術研究目的以外に吊し、ることはありません。また{間入信報の
保護に関しては細心の注意を払い、個人情報が他に出ることはありません。お忙しい中、
大変恐縮ではございますが、何卒ご理解の上ご協力くださいますようお願い申し上げます。

質T問でご不明な点がありましたら、空欄でも結構です。また年代等につきましでも、詳細i
が不明な場合は大まかな値で結構です(例 1980年代、 90年代前半など)。

この調査についてのお閉し、合わせば、以下までお願いいたします。
曜襲毒静 曜量購(一一一一 一一一 000-ムムムム一口口口口(携帯電話)

問 1 底舗についておたずねします。

( 1 ) 業穂(取扱備品等)についてお答え下さい。

(2 ) 通常の営業時捕をお答え下さいQ 関応 閉j苫(

*営業11寺i喝を変更される時期がありましたらお答え下さい。
時期 関市 閉j古(

変更理由(

(3) }苫舗の土地所有、五時議所有についてお答え Fさい。

土地所有 1.自己所脊 2.借地

応~iîlì所有 1. 自己所有 2. 借家

(4) 従業員の方についてお答え下さい(経営者の方も含む)。

従業員数人

内、家族従業員数人 雇用従業員数人

(5 ) 支府等がありましたらお答え下さい。

支j苫の場所 ( 

支j苫の開業時期(

支j吉の開業理由(

(6 ) 現在の脂綿を開業された年についてお答え下さい。

(7) 開業の経緯や理由についてご記入下さい。

(8 ) 開業される直前、 j苫舗が何に使われていたかをお答え下さい(空き活錦、住宅など)。

( 9 ) J~~~~íIìの移 [1\ぶなどがありましたら、お答えください。

移転時期移転前の場所(

移il¥五理由 ( 

(10) 業種や取扱酪品等の変更がありましたら、お答えください。

変更日寺持J(変更前の業種など(

変更理由(

(ll) )苫舗の改装 (j苫舗の増築や景観整備等)がありましたら、お答えください。

改装時期(

改装内容(

改装理由( ) 
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潤2 来rnされる方についておたずねします。
( 1 ) 来応される方の客層についてお答え下さい。

主に来j苫される方 1.成田市などの地元の方

2. 市外や県外などからの観光客

3. 外国の方

来j苫される方の主な年齢層(

( 2 ) 来j苫される観光客の方についてお答え下さい。

観光客の方がj古舗の売上げに占める割合 )% 
*観光客の方の来j苫や売ヒげについて、時期(正月や季節など)や1時間(早朝や

夕方など)によって増減がありましたらご記入下さい。

( ) 
(3 ) 来j書される外国人の方についてお答え下さい。なお、外国人の方がほとんど来倍され

ない場合は、間3にお進み下さい。

来j苫される方のうち、外国人の方の割合( )% 

外国人の方は、どのような方が多し 1かについて、[ ]に多い搬に番号をご記入

Fさい。なお、ほとんど見られない方については、×をご記入下さい。

1.航空機のクルー・キャビンアテンダント 番目

2.旅行者 番iヨ
3. ピジネス客 番 I~

外国人のうち、アジア系の方と欧米系の方の比率

アジア系 : 欧米系

ここ数年間で、外国人のj]の数や国籍などに変化がありましたらご記入下さい。

( ) 
外国人の方は主にどのような荷品を購入されるかについてお答えドさい。

( ) 
間3 経営者の方についておたず、ねします。

(1) 経営者の方の年齢、性別についてお答え下さい。

歳 男・女

(2 ) 経営者の方が居住されている場所についてお答え Fさい。

1.)苫舗に隣接(J苫舗兼住宅 2. 門前町 3. 成田市(131']前IUTを除く)

4. 千葉県内 5. 千葉県外

* 4， 5については、市町村(都道府県)をご記入下さい。
( 3) )古舗の後継者の有無についてお答え下さい。1.有り 2. 無し 3. 未定

(4 ) 後継者の方がいらっしゃいましたら、お答え下さい。

後継者の方の年齢、性別 歳 男・女

経営者の方との続柄 1.子ども 2.子ども以外の血縁

3. )苫舗の従業員 4. その他(

間4 商庖会の活動等についておたずねします。

(1) m属されている商応会名についてお答え下さい。(
(2 ) まちづくり協議会への参加の有無についてお答え下さい。1.参加 2.不参加

*参加されていましたら、参加時期についてお答え下さい。

(3 ) イベント(祇潤祭など)の際に、行っていることがありましたらご記入下さい。

(伊iJ 出屈を出す， !JJ:flfに参加する，実行委員を務めるなど)

( ) 
アンケートは以上になります。ご協力いただき、ありがとうございました。

月日曜日時頃が匝収に伺います。
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